


心 の 糧

十二 使徒 評議 員

ゴ ー ド ン Ｂ． ヒ ン ク レ ー

べての指導者，数多い教師，及び宣教師，家庭の頭たる人々に，あらゆる面

す で心身を養い育てるようにと心からお願いしたい。

確かに世界は霊の糧に飢えている。古えの予言者アモスは予言 した。 「見よ，わ
　
コし 　 ロ

たしがききんをこの国に送 る日が来 る，それはパンのききんではない，水にかわ く

のでもない，主の言葉を聞 くことのききんである。彼 らは海か ら海へさまよい歩き

主の言葉を求めて，こなたかなたへはせまわる，しかしこれを得ないであろう。その

日には美 しいおとめも，若い男 もかわきのために気を失 う。」 （アモス８：１１～１３）

地は本当に飢え乾いている。すなわち主め御言葉 と霊の事がらにおおいに飢え乾

いている。人を養い育てる義務と特権は私達にある。主の霊感 と聖霊を絶えず求め

なさい。それは努力して高い霊的標準を保つ時に祝福を与えてくれる。その祈 りは

必ず答えられるであろう。なぜならば次の啓示により約束 されているからである。

「神はその聖 き 『みたま」により，すなわち聖霊の言い尽 き難 き賜によりて，世の

始めより今日に至るまで嘗て表 したまいしことなき知識を汝らに与えたまわん。」

（教義と聖約 １２１：２６）

も

予言者の ことば

ク リス マ ス シ ーズ ンを 迎 え て

く じ

ク リス マ スの 奇跡

ジ ョニ ー にお 祈 りを教 え て

大 管 長 デ ビ ド ０ ．マ ッケ イ … … ８５

ジ ョ ン ・ロ ン グ デ ン … … ８７

天命の少年

ジ ェ ー ン ・ ジ ェ ミ ソ ン … … ９０

管理監督会のページ

決 心

扶 助協 会

ヘ イ ゼ ル Ｗ ．ル イ ス … … ９３

ク リス マ ス の子 羊

日 曜 学 校

ジ ョ ン Ｈ ．バ ン デ ン バ ー グ … … ９６

すばらしい体験

エ レ イ ン Ｍ ．ミ ュ ー レイ … … ９８

１９６８～６９年 の聖 句

若人 のページ

福 音 の標 準 と人 望

ル シ ル ・ネ ル ソ ン 。ジ ェ ン セ ン … … １００

１０２

私の壁にかこまれて

私の魂よ喜べ

Ｍ Ｉ Ａ

Ｍ ＩＡによる個人の進歩

ポ ー ル Ｈ ・ダ ン … … １０３

ガ リ ー Ｒ ・ハ ッ チ … … １０５

トル デ イ ・ リ ッ チ … … １０６

伝 道 部 長 メ ッセ ー ジ

ロ ー カ ル ， ニ ュ ー ス

ー つ の 心 ， 一 つ の 生 き方

マ ク シ ン Ｔ ・シ ョ ッ プ … … １０７

１０９

１１１

リ チ ャ ー ド ・エ バ ン ズ … … 裏 表 紙

』晒 、職 ’「げ㌔ノＶ糖 験ｒ㍉靹 一 Ｖ）Ｗ ｒ㌧㌧一 メ

子 供 の ぺ 一 ジ

ク リス マ スの お と もだ ち

ち ょう ち ょ どろ ぼ うの ひ み つ

朔

２５

２８

教 会 歴 史

１２月２３日

１８０５年 予 言 者 ジ ヨ セ ブ ・ス ミス

生 まれ る

今 月 の 表 紙

ジ ヨセブ ・ス ミスは特別 に学校教

育 は受けなか ったけれ ども，若 くし

て神 に選 ばれ，モルモ ン経 を翻訳 し，

福音 を回復 した。 ジ ヨ セ ブ ・ス ミ

スは１８０５年１２月２３日バーモ ン ト州 シ

ャロンに生 まれ た。今月 はその誕生

１６３回をお祝 いす る。



〈予言者のことば〉
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この ク リス マ ス シ ー ズ ンに あ た り， 私 は救 い主 の生 涯 に お

け るあ る出来 事 に ふ れ て み た い と思 う。 それ は主 が お 与 え に

な っ た霊 的 な話 を聞 い た人 々が ， そ の意 味 を 理解 しな い た め

に， 主 か ら去 って 行 っ た こ とで あ る。 そ の出 来 事 は短 い言 葉
画

で記 され で い る。

「それ 以 来
， 多 くの 弟 子 た ち は去 って い って， もは や イ エ

ス と行 動 を共 に しなか っ た 。」

イ エ ス は去 って行 くそ の 弟子 た ち を見 な が ら， 彼 と共 に残

って い る十 二 弟子 に言 わ れ た。

ク リス マ ス シ ー ズ ン を迎 え て

、 大 管 長

デ ビ ド ０． マ ッ ケ イ

「あ な たが た も去 ろ う とす るの か
。」シ モ ン ・ペ テ ロは 真 剣

に な って 答 え た。

「主 よ
， わ た した ちは， だ れ の と ころ に行 きま し ょう。 永

遠 の 命 の 言 を も って い るの は あ な た です 。 わ た した ち は， あ

な たが生 け る神 の子 ， キ リ「ス トで あ る こ と を信 じ， ま た知 っ

て い ま す」。 （ヨハ ネ ６ ：６７～ ６９ 欽 定 訳 聖 書 ）

馬

その霊的意味 ’ ． ！㌃

あの命のパンに関する説教は，わずかなパンと魚で五千人

に食を与えた奇蹟についでなされた。偉大な教師であったキ

リス トは，福音の霊的な深い意味を人々に教えるために，そ

の奇蹟を用いたのであった。人々はその意味を理解できない

ままに，パンを食べ満たされて，去って行った。その時イエ

スは十二弟子に向って，私が先に述べた質問をされたのであ

る。後にイエスは十二弟子を近 くの山上へ連れて行って，福

音の霊的な深い意味についてさらに教えられた。その終 りに

イエスは 「人々は人の子をたれと言 っているか」とお尋ねに
０
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な った。 十 二 弟 子 は答：え た。 「あ る人 々 はバ プ テ スマ の ヨハ

ネ （ヘ ロデ に 首 を切 られ た） だ と言 って い ます 。 しか し， ほ

か の人 た ちは， 手 リヤ だ と言 い， ま た エ レ ミヤ あ るい は予 言

者 ⑱ ひ と りだ ， と言 って い る者 も あ りま す 。」 そ こで イエ ス

は彼 らに言 わ れ た， 「そ れ で は， あ な た が た はわ た しをだ れ

と言 うか 。」 熱 心 なペ テ ロ は，今 度 は イ エ ス と数 日共 に過 して

い た の で 再 び 発言 し， た め らい な く答 え た。 「あ な た こ そ，

生 け る神 の子 キ リス トで す」。 す る とイ エ ス は彼 にむ か って

言 わ れ た 。 「バ ル ヨナ ・シモ ン， （キ リス トは この時 に ペ テ

ロと呼 ば なか った ） あ な た は さい わ い で あ るρ あ な た に この

事 を あ らわ したの は，血 肉 で は な く， 天 に い ます わ た しの父

で あ る」。 （マ タイ １６：１３～ １７）

世 は証 を 必 要 と し てい る

お そ ら くか って なか っ た ほ ど，現 在 こ の世 は主 イ エ ス ・キ

リス トの神 性 につ いて の証 を必 要 と して い る。 我 々は主 の代

理 とな り， 主 に従 って 永 遠 に若 くあ る よ う に熱 心 につ とめ な

け れ ば な らな い。 た だ考 え るこ と のみ が 人 間 の行 く末 を決 め

て しま う と した ら， 内 な る霊 が 永 遠 で あ る とい う真 理 は うた

が わ しい もの とな るの で は あ る ま いか 。 救 い主 は そ の裏 切 ら

れ た 夜 に言 わ れ た。

「永遠 の命 とは
， 唯一 の， ま こと の神 で い ます あ な た と，

ま た あな たが つ か わ され た イ エ ス ・キ リス トとを知 る ことで

あ りま す 。」 （ヨハ ネ １７：３）

そ こで この 教 え を 我 々は どの よ うに理 解 す るで あ ろ うか 。

「神 のみ こ こ ろを 行 お う と思 う者 で あ れ ば だ れ で も， わ た

しの語 って い る こ の教 えが 神 か らの もの か， そ れ と も， わ た

し自身 か ら出 た も のか ，わか るで あ ろ う 。」 （ヨハ ネ ７ ：１７）

知 恵 は努 力 に よ り もた ら され る。 あ らゆ る善 い事 を得 るに

は努 力 が 必 要 で あ る。 持 つ に価 す る もの はみ な人 の 肉体 的 ，

知 的 ， 精 神 的 な力 を 求 め る ので あ る。

「求 め よ
， そ うす れ ば， 与 え られ るで あ ろ う。 捜 せ ， そ う

す れ ば， 見 い だす で あ ろ う。 門 を た た け， そ うす れ ば ， あ け

て も らえ る で あ ろ う 。」〈マ タ イ ７ ：７）

しか し， あ な た は求 め， 門 を た たか ね ばな らな い。 我 々は

この大 い な る真 理 につ いて もっ と知 ろ う と心 に決 め な け れ

ば， 我 々 自身 に， 愛 す る人 々 に， 友 人 に対 して 真 実 で は あ り

え な い。 内 な る霊 は この古 い世 界 に真 理 が 存 在 す る こ とを 証

して い る。 謙 遜 な人 の熱 心 な， 真 剣 な祈 りと義 と善 き行 い に

よ って， イ エ ス ・キ リス トを知 る こ とが で き る ので あ る。

何を証 しするのか

ミカ書の十五章に，ダビデの町ベ ッレヘムがメシヤの誕生

の地であると予言者 ミカにより述べ られている。私は，この

キリス ト誕生の啓示を与えられた羊飼たちが，自分たちの群

の番を していた時に，その予言を覚えていたか，また全べて
ぱ

のユダヤ人のように，メシヤがす ぐに降誕するという希望を
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抱いていたのかはわからない。その謙遜な人々が神の示現を

開いたのである６
「御使たちが彼 らを離れて天に帰ったとき，羊 飼 た ち は

「さあ，ベ ッレヘムへ行 って，主がお知 らせ下 さったその出

来事を見てこようではないか』 と，互に語 り合った。」（ルカ

２ ：１５）

羊飼たちは 「これは本当だろうか」 とか 「この出来事が本

当なら見に行 こう」 とは言わなかった。彼 らは 「主がお知ら

せ下さったその出来事を見てこようではないか」 と言 ったの

である。すなわち，神が御子をあらわ し｝王の王，主の主 と

なるお方があの小さなユダヤの町の最もいやしい所で，ただ

の赤児としてお生れにな り，その しらせを天使がもたらした

という確信を述べたのであった。神が天の御使たちにより，

その誕生を予告されたキリス トがお生まれになり，生 きてま

します という確信を持つことが，その確信を持たない人４に

何を与えることになるであろうか。その人々のあらゆる疑い

は消え，現世の目的に関する心配がなくなるであろう。それ

こそとのような証 しをする意味なのである。

「生ける神の子キリス ト……
」

このクリスマスに御子の誕生を祝 う時，、主の教えと生活が

今までよりも一層美 しく，必要なものとなり，人間の幸福に

より一層適用できるようになることを願ってや ま な い。・私

は，この地上に人が置かれた最終 目的は，人間性の完成にあ

るということをなににもま して固く信 じている。私はイエス

・キリス トを人間完成の典型，肉体に顕わされた神，人類の

救い主， 慰め主として， 心から受け入れている。 イエスを

慰め主，救い主，主として受け入れる私は，その福音を救い

の計画，人間の幸福と平和を得る唯一の完全な方法 として受

け入れるのである。主がお教えになった教えの中で，人類の

成長発展，幸福に適用できないような原則は何耐つ存在 して

いない。私には主の教えの一つ一つが真の人生観に深い影響

を及ぼしているように思われる。私は主の教えを全身全霊を

もって受け入れ るものである。

世界中の失望 と落胆の状態にもかかわらず， クリスマスは

一年中で最 も幸せな季節である。

しかし，救い主イエス ・キリス トの教えと模範に最も近づ

・いた日常生活をす る人々が，最 も祝福されるということを心

に留めておこうではないか。主の降誕の時に次のように宣言

された。 「……地の上では，み心にかなう人々に平和がある

ようにｏ」 （ルカ ２：１４）

このクリスマスの祈 りと讃美において， 人々が主 に近 づ

き；あ りとあらゆるところに住む人々の心に天父の平安があ

らんことを。願わくば，病ある人々が回復 され，悲 しむ人４

が慰あられ，さび しい人 々が心を励まされ，疲れはてた人々

がやすらぎを与えられ，貧 しい人々が糧を与えられ，疑いを

抱 く人々が確信を受け，悪 しきたくらみある人存の企てが破

れんことを。
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初あに，つい最近，私の心を強くとらえた実際の話につい

てご紹介 したい。 クリスマスのためにいつ もより多くお金を

もらった少女が，友人と買物に出かけた。彼女は店に近づい

た時近 くに立っていた若者に心をとあた。 しばらくして店を

立ち去る時にも，まだ若者はそこに立っていたので，彼女は

その若者のそばへ行って尋ねた。 「ご両親を待っていらっし

ゃるの？」
「いいえ

，両親はいません」
「そう……寒 くはないのですか」

彼は少女をみつめて言 った。 「今は寒 くありません。あな

たが話 しかけて下さったから。」

彼女は感動 して言 った。 「私が戻 ってくるまでここに立っ

ていて下さる？ さあ， どこかに行かないって約束 しました

よ。私が帰ってくるまでここにいらっしゃるのよ」若者は約

束を した。

少女は店に入って若者のために暖かい衣服を買って戻って

きた。
「あなたは神さまの奥 さんみたいだ」そう言う若者に少女

は答えた。

「いいえ，でも私は神さまの子供，あなた もそうなのよ。」
「そうですか

，ぼくは，あなたはきらと神さまと関係のあ

る人に違いないと思ったんだ」 、、

確かにそうである。我々は馬小屋でお生まれになった幼な

児キリス トに関係がある。あの少女はものを贈ったが，自分

自身の心を もプレゼン トした。物質だけを贈 ったり受けたり

することからは，地に平和がもたらされない。地に平和をも

たらすのは，あなたや私なξ一人一人の心の精神である。

’イエスは愛の福音をたずさえて来 られた。世はイエスを，

科学者，発明者，芸術家，政治家としてほめたたえてはいな

い。イエスの偉大さはどこにあるのであろうか。それは，性

格および霊性にあるのである。主は言われた，「わた しは平安 ｒ

をあなたがたに残 して行 く。わ たしの平安をあなたがたに与

８７



、

もし誰れかが，人々の顔に表われた輝きをはかれる計器を発明 したな ら，

節に人々は最良の思いと最も深い感動 と最高の心を内から輝かせる。 クリ

轟 ，

え る。 … … 」 （ヨ ハ ネ １４ ：２７）

イ エ ス は模 範 を 示 した も うた

イ エ ス ・キ リス トは 自 らを 罪 の 世 に与 え た も うて， 自分 の

こ とを考 えず に与 え る こと の模 範 を 示 され た 。 イ エ ス は 御 父

の模 範 に 従 わ れ た の で あ る 。「神 はそ のひ と り子 を 賜 わ った ほ

どに，こ の世 を 愛 して 下 さ った 。…… 」 （ヨハ ネ ３ ：１６）我 々

は み な， 物 質 だ け に終 らな い ものを 与 え な くて は な ら ない。

ヘ ン リー ・パ ン ・ダ イ クの言 葉 か ら引 用 しよ う。

「あな た は他 の人 々 の た め に して あ げ た こ とを 忘 れ て ， 他

の人 々が あな た に して くれ た こ とを覚 えて い よ う とす るだ ろ

うか 。 み ん な の た め に して や った こ とに は心 を留 めず ， み ん

なか ら受 けた こ とを考 え よ う と して い るだ ろ うか 。 幼 な い子

供 の 願 い や 望 み を， い っ しょに な って考 えて や り， 年 老 い た

人 々 の弱 さを 思 い や ろ う と して い るだ ろ うか。 友 人 が 自分 を

どれ だ け愛 して い るか を は か ろ う とせ ず， 自分 が彼 らを真 心 ．

か ら愛 して い るか ど うか を 考 え よ う とす るだ ろ うか。 あ な た

は これ らの こ とを ， この 日一 日は喜 ん で行 な お う とす るの だ

ろ うか 。 も しそ う な らば， あな た は ク リス マ ス の精 神 を実 践

して い る ので あ る。 こ の一 日 ク リス マス の精 神 を守 れ るな ら

ば， なぜ いつ もそ れ が で き ない の で あ ろ う」

平 安 を 得 る方 法

平 安 と進 歩 を得 る一 つ の明 らか な 方 法 は， 発 見 で は な く，

再 発 見 に あ る。 それ は， 歴 史 に起 こ っ た こ とば か りで な く，

時 の 限界 を越 えて 将 来 を読 む こ と ので き た一 人 の 人 か ら与 え

られ た。 そ の方 は二 千 年 の昔 に， 簡 単 な言 葉 で こ う言 わ れ た

「… … 「心 をつ く し
， 精 神 をつ く し， 力 をつ く し， 思 い を

つ く して， 主 な るあ な た の神 を愛 せ よ」。 ま た， 『自分 を愛 す

るよ うに， あ な た の隣 り人 を愛 せ よ」 … …」 （ル カ１０：２７）

イ エ ス は ヨハ ネ伝 で言 って お られ る。

「盗 人 が来 るの は
， 盗 ん だ り， 殺 した り， 滅 ぼ した りす る

た め に ほか な らな い。 わ た しが き たの は， 羊 に命 を得 させ，

豊 か に得 させ る た めで あ る」。 （ヨハ ネ １０：１０）

キ リス トは圧 制 の時 代 に お生 まれ にな った が， 平 和 の君 で

あ っ た。 圧 制 の犠 牲 と な って 殺 され て も， 愛 の福 音 と隣人 と

の和 解 を教 え た もう た。 キ リス トは， 調 和 と平静 と良 い心 の

い わ ば権 化 で あ っ た。 平 和 の主 の他 ， ど こ に平 和 を 見 出 せ よ

うか。 ク リス チ ャン で な い人 々 も平 和 を 知 って い る。 しか し

主 に叛 い た ク リス チ ャン は平 和 を知 って い るで あ ろ うか。 救

い主 は言 わ れ た。

「す べ て重 荷 を 負 うて苦 労 して い る者 は
， わ た しの も と に

きな さい。 あ な た が た を休 ませ て あ げ よ う。 わ た しは柔 和 で

心 の へ り くだ った者 で あ るか ら， わ た しの くび きを 負 うて ，

わ た しに 学 び な さい。 そ うすれ ば， あ な た の魂 に休 み が 与 え

られ るで あ ろ う。 わ た しの くび き は負 い やす く， わ た しの 荷

は軽 い か らで あ る」 （マ タイ １１１２８～ ３０） 一

あ らゆ る こ とを 言 い尽 して の ち， これ こ そ が， 世 に お け る

平 和 と戦 い の 問 題 に 対 す る答 え で は な か ろ うか。 それ が ク リ

ス マ ス の メ ッセ ー ジで は な か ろ うか。

ク リス マ スの 精 神

ウ ィル フ ァー ド Ａ． ピー タ ー ソ ン は， 「不思 議 な精 神 」 と

題 して ，美 しい言 葉 で 思 い を語 って い る。

「あ る意 味 で
， 我 々 はみ な電 気 の スイ ッチの よ うな もの で

あ る。 我 々 を通 して 輝 き出 す ク リス マ スの 不 思 議 な 力 は我 々

しだ い で あ る。 我 々 は ク リス マ ス の理 想 を 自分 の生 活 に つ け

た り切 った りす る力 を持 って い る。 人 格 を 変 化 させ る ク リス

マ スの 力 は， 家 庭 に あ る電 気 と同 じよ うに， 使 い た い と思 う

時 にい つ で も使 う こ とが で き る。 我 々 はや み の中 で生 活 す る

こ と もで き る し， 光 の 中 で生 活 す るこ と もで き る。 我 々 しだ

い で あ る。

我 々 は一 年 中 ほ とん ど， 善意 と喜 び と寛 容 の ろ う そ くを 灯

して い る。 そ の 小 さな炎 は， と りか こむ 悪 意 や 利 己 主 義 や 憎
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そ の針 は ク リス マスの季節 に一 番高 くなる こ とで あ ろ う。 ク リスマ スの季

スマスは人を燃えたたせるのである。

ウ ィ ル フ ァ ー ド Ａ ． ピ ー タ ー ソ ン

しみの暗やみをわずかに貫ぬくだけに過ぎない。そ してクリ

ズマスの時には，……奇跡が起こる。人々は霊の電気のスイ

ッチを発見す るのである。そのわずかな時には，世界が希望

と愛，信仰 と親切 と平和 とに輝 くのである。

クリスマスの霊の電気はいつ も使えるとい うのに，我々は

なぜ霊のろうそくやランプにあともどりをするの で あ ろ う

か。それはまるで，一年中の数 日しか電力を使わないで，あ

との日々を旧式なやり方ですごすのと同 じである。電力が一

年中いつでも使えるように， クリスマスの不思議な精神は一

年 ３６５日を通 じていつでも使えるものである。

もし誰れかが，人々の顔に表われた輝きをはかれる計器を

発明 したなら，その針はクリスマスの季節に一番高 くなるこ

とであろう。 クリスマスの季節に人々は最良の思いと最 も深

い感動と最高の心を内から輝かせる。クリスマスは人を燃え

たたせるのである。

町に光 と力を与える発電機は年中使える。深い意味をこめ

たクリスマスは霊の発電機である。それは，世を照 らして撚

える人の霊の光を生 じる。 もし我々が一年中を通 じて クリス ，

マスの不思議な精神を輝かしているならば，世界は変わるで

あろう。そのスイッチは我々の心の中にあるのだ。

あ る た とえ

イ エ ス が語 られ た もの で は な いが 一 つ の た と えを 引 用 しよ

う。 「な ぜ イ エ ス ・キ リス トが ？」 とい う題 で あ る。

「ブ リバ ー グ に お け る大 き な教 会 の オル ガ ニ ス トの語 った

話 が あ る。 あ る日 オ ル ガ ン の前 に座 って 曲 を 弾 い て い る と，

見知 らぬ人 が 来 て ， 彼 の後 ろ に立 っ た。 三 十 分 位 して そ の人

は言 った。 『私 に も弾 かせ て い ただ けま せ ん か 』 彼 は オ ル ガ

ニ ス トに 断 わ られ たが ， それ で も待 って い た 。 休 み 時 間 に な

って ま た頼 まれ た オル ガ ニ ス トは， つ い にい や い や な が ら，

その 人 に席 を ゆず っ た。

見 知 らぬ そ の汰 は椅 子 を ひい て 座 り， 少 しの 間， 鍵 盤 を 見

て い た 。 そ して 彼 は す ぐに 弾 き始 め た が， そ れ は大 き な そ の

オ ル ガ ンか らか って 聞 い た こ との な い ほ どに壮 大 で心 を うつ

演 奏 で あ った。 教 会 中 を満 た して天 井 を つ き あ げ， 眠 って い

る天 使 の 目を さま し， 石 柱 も喜 び で叫 び 出す よ うで あ っ た。

圧倒 され た オ ル ガ ニ ス トは 見知 らぬ人 の肩 を つか ん で， 「あ

な た は 一体 どな た です か」 と尋 ね た。

「私 は フ ェ リ ックス ・メ ンデ ル ス ゾ ー ンです 」。

見 知 らぬ人 は そ う答 え た。

「え え っ， 私 は も う少 しの と ころ で メ ンデ ル ス ゾ ー ン に オ

ル ガ ンの 使 用 を 断 わ る と ころ だ った ん で す か』」

これ は た とえ で あ る。 あ な た が 自分 の生 活 を イ エ ス の生 活

と一 致 させ た い な らば， 主 人 で あ る弾 き手 に奏 演 して い た だ

か ね ば な らな い。 主 人 は あ な た が弾 くよ り もず っ と素 晴 ら し

い 曲 を か な で る。 ふ つ うの生 活 は天 と調 和 す る生 活 に変 わ る

こ と もで き る。人 生 を 終 え る時 に我 々 の う ちの どれ だ けが こ

う言 うで あ ろ うか。 「私 は人 生 の鍵 盤 を イ エ ス に弾 か せ る こ

，とを 拒 ん で しま った 」。

１５１３年 の 「ク リス マ ス の言 葉 」

４００年 以 上 も前 の １５１３年 に書 かれ た ク リス マ ス を祝 う言 葉

を， ニ ュー ヨ ー クの ス カ ース デ イ ル に住 む ロバ ー ト ・ア プ デ

グ ラ フが 発 見 した 。あ な た方 もフ ラ・ジ ョバ ンニ の書 い た 盗 の

ク リス マス の メ ッセ ー ジ か ら，深 い感 銘 を 受 け るに違 い な い 。

「お め で と う！ 私 に は あ な た に な い もの を差 しあ げ る こ

とが で きな い。 だ が私 が与 え るこ とは で き な くと も， あ な た

が 受 け と る もの は数 多 い。

私 た ちの心 が今 天 国 に休 め な くて は， 天 国が 私 た ち にや っ

て く る こ とは な い 。天 国を 受 け たま え 。将 来 の平 和 は み な，今

は 隠 れ て い る。平 和 を 受 け たま え 。世 の 暗 が りは た だ の影 だ 。

そ の後 の 手 の届 く と ころ に喜 び が あ る。 喜 びを 受 け た まえ 。

そ して， 今 も永 え に もあ な た の 日 々が 晴 や か に明 けて 影 が

飛 び去 るよ うに，そ の 祈 りを こめ て，ク リス マ ス お めで と う」
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ン ヨ ニ ー に お 祈 り を 教 え て！
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シ ェ ン ・ ジ ェ ミ ソ ン

エ レ ン ・ブ レ アは じっ と座 って い た。 病 院 の廊 下 に あ る ガ

ラス の ドア を通 して 射 し こん で くる朝 の陽 の光 が ， 壁 に こま

や か な模 様 を 描 い て い た。 窓 の 外 の ヒ ノキ に とま るつ ば め が

さえ ず り始 め て， 彼 女 は 夜 通 しの 長 い看 病 が 終 った こ とに気

が つ い た。

心 は 深 く沈 ん で い た 。夫 の ミカエ ル が そ ば に い て くれ るこ

とが とて も うれ しか っ た。 昨 晩 夫 が電 話 を受 けて ， こ のバ リ

ー病 院 へ 呼 ば れ た の だ っ た
。 高 校 の卒 業 式 のす ぐあ と，交 通

事 故 に あ っ た のだ とい う。 息 子 の ロバ ー トは ま だ 晴 れ の衣 装

の ま ま， 大 けが を して い た。

エ レ ン は， 救 急 室 に運 ば れ 意識 不 明 で真 青 な顔 を して動 か

なか った 長 男 の顔 を思 い 出 す ま い とす るか の よ うに， ま た た

きを した。

「脳 震 と う
， 頭 蓋 骨 骨 折 」 と医 師 は診 断 した。

「脊椎 に血 が た ま っ て い ます
。 出 血 の原 因 を調 べ る ため に

す ぐ頭 を切 開 して み ます 。 脳 内 出血 を止 め られ れ ばチ ャ ン ス

は あ ります 。 も し止 め られ なか っ た時 に は …… 」 医師 はそ の

あ と を言 わ なか っ た。

二 人 は それ ぞれ に心 の中 で 祈 りな が ら何 時 間 か待 合室 にす

わ って い た。 息 子 が 重 傷 で あ る こ とを思 い 出 す と， エ レ ンは

身 震 いが した。

す る と突 然 ， 夜 明 けの静 か な 空気 を破 って， ロバ ー トの一

番親 しい ジ ョニ ー ・ハ ンセ ンが部 屋 にか け こ んで き た。 髪 は

乱 れ て， 洋服 の様 子 か ら も大 急 ぎ で か けつ けて き た こ とが わ

か った。 「ボ ブに つ い て 聞 きま した。 ど うな ので す か ／」

ジ ョニ ー は 二人 の心 配 そ うな表 情 か ら， そ の答 え を 知 っ

た。 エ レン は ロバ ー トの事 故 の重 大 な こ とを 言 お う と し た

が ， 声 も出ず に しゃ く り泣 い た。 夫 が 引 きつ い で ジ ョニー に

説 明 した。 す す り泣 きが 落 着 い て く る と， エ レ ンの 心 に は こ

の 同 じ病 院 で ロバ ー トが 生 まれ た１８年 前 の ８月 か らの 日々 が

思 い浮 か んだ 。 小 鳥 の ひ な の よ うに や せ て 赤 い 顔 を した 小 さ

な赤 ん坊 だ っ た。 時 は何 と早 く過 ぎた こ とだ ろ う。 ク リス マ

ス に贈 られ た新 しい 三 輪 車 を 懸 命 に こい で い た の もつ い昨 日

の よ うに 思 え る。 あ っ とい う問 に学 令 に達 して ， ジ ーパ ン に

シ ャ ツを 着 て 走 りま わ るほ どに成 長 した。 そ の あ り様 を永 久

に心 に刻 ん で お きた い と幾 度 思 った こ とで あ ろ う。 しか しロ
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バ ー トは と どま る こ とな く成 長 して い ろい ろ な活 動 に熱 心 に

参加 す るよ うに な っ た。 プ ラ イ マ リーで 新 しい こ とを学 び，

カブ ス カウ ト （年 少 隊 ） で 新 しい経 験 を積 ん だ。

ハ ンセ ン ー家 は こ の土 地 へ 引 越 して きて， ロバ ー トに お菓

子 を持 たせ て 隣 りの家 を た ず ね させ， そ の帰 りに ジ ョニ ー の

家 に連 れ て き たの で あ った 。

間 もな く， エ レンは ジ ョニー の環 境 が 白バ ー トのｉ環境 とま

る で違 って い るの を 知 った 。 ジ ョニ ー の家 庭 の標 準 や理 想 は

正 反 対 で あ っ た。 飲酒 や 喫煙 や 汚 な い言 葉 は いつ もの こ とで

あ り， 彼 らの 生 活 には 宗教 が何 の役 割 も果 た して い な か っ

た。 エ レ ンは ロバ ー トが ジ ョニ ー と親 し くな るの を喜 べ なか

った が， 二人 は磁 石 の よ うに仲 良 くな っ た。

ジ ョニ ーは ロバ ー トよ り三 歳 年 上 な ので ， 八歳 に して は と

て も大人 に思 え た。 二 人 は い つ もい っ し ょにい た。 当 然 の こ

と と して， や が て ジ ョニ ー は ロバ ー トにつ いて い っ し ょに プ
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ライ マ リー に出 席 す る よ うに な った。

あ る 日二 人 は プ ライ マ リーの あ と， 競 争 して家 へ 帰 って き

た。 先 に玄 関 につ い た ジ ョニ ーは， や が て追 いつ い た ロバ ー

トが母 親 の手 を ひ っ ぱ って廊 下 へ連 れ て い っ た 間恥 ず か しそ

うに立 って い た。 ロバ ー トは母 親 に さ さや い た。

「お母 さ ん
， ジ ョニ ー にお 祈 りを教 え て ．／」

母 親 は， いつ もはぶ っ き らぼ うで粗 野 な の に， 今 は恥 ず か

しそ うに そ っ と立 って い る少 年 を み て， 胸 に こみ あ げ る もの

を感 じた。 今 度 の水 曜 日 の プ ライ マ リーの 開 会 の 祈 りを頼 ま

れ たの だ とい う。

「も ちろ ん
， 喜 ん で お手 伝 い しま す よ」 彼 女 は そ う言 っ て

子 供 た ちを居 間へ 案 内 した。

「本 当 の お祈 りって ど んな もの か
， 知 って い るで し ょ う，

ソ ヨ ー 一 」

「うん
， 知 って い ると思 う けれ ど… …」

「イ エ ス様 は私 た ちが信 じて祈 るな ら
， 正 しい願 い は なん

で も聞 き と ど けて下 さ る って お っ し ゃ った の よ 。」

「そ う ？」

「そ う よ
， お 祈 りは言 葉 だ け で は な い の。 天 の お父 様 とい

っ し ょにお 話 を す る こ とな の よ。 あ な た は教 会 で こ ん な讃 美

歌 を聞 い たで し ょう。 「祈 りは魂 の見 え ぬ の ぞみ … …」 」 彼

女 は讃 美 歌 を 少 し口ず さん だ。

「うん 」

ロバ ー トが つ け加 え て言 った。 「お母 さ ん， そ の歌 ， プ ラ

イ マ リーの 大会 で歌 った よ」

「お 祈 りの 中 で は
， 神 様 を敬 ま っで ， て いね い な言 葉 を 使

うの よ。 お 祈 りの第 一 は， た く さん い た だ いて い る祝 福 に感

謝 す る こ とで す。 あ な た もき っ と受 け て い る祝 福 に気 づ いて

い るわ ね 。」

「良 い こ とは み ん な祝 福 な ん で し ょ う」 とジ ョニ ー は答 え

た。

彼 ら はい っ しょに， 祈 りの簡 単 な方 法 を紙 に書 い て， ジ ョ

ニ ーに 説 明 した 。

次 の 水 曜 日に プ ライ マ リー か ら帰 って き た ロ バ ー トは ， い

つ もの 元 気 な ロバ ー トで は な か っ た。 ジ ョニ ーが 見 あた らな

か った 。 エ レ ンは思 わず 聞 い た。 「ロバ ー ト， ジ ョニ ーの お

祈 りは ど うだ った の ？」 しか し ロバ ー トは何 も答 え ず に 自分

の部 屋 へ 入 って 行 った。

エ レ ンは 心配 に な った が， それ 以 上 聞 か ない で ， 翌 日 マ ー

ケ ッ トで 会 った 時 に プ ライ マ リー の会 長 を して い る リン ドレ

ー姉 妹 に聞 い た
。

「あ あ
， ジ ョニ ー は お祈 りを したん で す よ。 けれ ど， こわ

が って 聞 き とれ な い ほ ど の声 で少 しの こ とを 言 った だ けで，

部 屋 の 外 へ か け 出 して い った の です 。」

エ レ ンは乳 ジ ョニ ー を夕 食 に招 い た あ る夏 の 晩 の こ とを 局

い 出 した。 子 供 た ち を テ ー ブ ル に呼 ん で， み ん なで 家 族 の 祈

りを す るた め に 膝 ま ず こ う と した時 ， ジ ョニ ー はい や な よ う

な様 子 だ っ たた め， 「い っ しょに お祈 りを しま し ょう」 と誘

っ た の だ っ た。

ジ ョニ ーが う なず い て ロバ ー トの わ き に膝 まず い た時 ，窓

の外 か らハ ン セ ン氏 の大 きな声 が 聞 こえて き た。 「ジ ョニ ー

／ ジ ョニ ー ．／」 う ちの野 郎 は ど こに い る ？ うちへ 帰 って

こ い ／」

「おれ
， 帰 る」 そ う言 った ジ ョニ ー の首 す じが ぼ っ と赤 く
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染 ま っ た のを 彼 女 は覚 え て い た。

父 親 にみ つ か る のを 恐 れ て ， ジ ョニ ー は 裏 口 の ドアか らそ

っと 出て い っ た。

ロバ ー トが 神 権 を受 けた夏 に， ジ ョニ ー もバ プテ ス マ を受

け た い と言 っ た。 彼 が バ プ テ ス マを 受 け て 後， 二人 の結 びつ

きは さ らに深 くな っ た よ う に見 え た 。 や が て ジ ヨニ ー も執 事

に聖 任 され た。 彼 が夫 の ミカ エル に ， 定 員 会 の 集 会 で 聞 い た

聖 句 を教 えて くれ と頼 んだ こ とを ， エ レ ンは記 憶 して い る。

「… … だ れ も この栄 誉 あ る務 を 自分 で 得 るの で は な く
， ア ロ

ロ

コヒ 　

ンの場 合 の よ うに， 神 の召 しに よ って 受 け る’の で あ る」 とい

う聖 句 で あ った。

ミカエ ル は静 か に こ う教 え た のだ った 。 「ジ ョニー， イ エ

ス ・キ リス トで さえ， 神 様 か ら召 され た のだ よ。 イ エ ス様 は

神権 を十 二使 徒 を通 して地 上 に残 して 行 か れ た。 そ して 使徒

た ち は， キ リス トの教 会 に大 き な背 教 の時 ．代が 来 て 神 権 が 失

わ れ るま で， 確 か に神 権 を使 っ て い た の だ よ 。」

「じゃ
， ど う して今 も神 権 が あ る の」

「君 は
， ジ ョセ ブ ・ス ミス の話 を知 って い るか い ？」

「は い
， よ く知 って ます 」

「そ う
， １８２９年 に天 の使 い た ちが ジ ョセ フ ・ス ミスを 通 し

て 神 権 を 回 復 して 下 さ った ね 。」

「じゃ
， み ん な は予 言 者 か ら神 権 を与 え られ たん だ ね 」

「予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス か オ リバ ー ・カ ウ ドリか ら与 え

られ たの だ。 彼 らは 同 じ時 に神 権 を受 け た のだ よ 。」

ミカエ ル は 神権 とそ の真 の 目的 につ いて ， 少 年 た ち に理解

で き る よ うに よ く説 明 し尽 せ な か っ た と感 じたが ， 彼 らが 神

権 につ い て 関 心 を抱 い た こ とを感 謝 して い た。

ジ ョニ ー は祭 司 に聖 任 され て ま もな く， 日曜 学 校 で 聖 餐 の

儀 式 を行 な う よ うに頼 ま れ た。 それ を断 わ っ た ジ ヲ ニ ー に，

祭 司 定 員 会 の 指 導 教 師 は 簡 単 だ か ら と言 って ， 祈 りの言 葉 を ’

書 い た カ ー ドを 聖 餐 の テ ー ブル の上 に置 いて 読 ん で もよい と

言 い， つ い に ジ ョニー もど うに か承 諾 した。

最 初 に年 若 い祭 司 が パ ンを祝 福 して， 次 は ジ ョニ ーが 水 を

祝 福 す る番 に な っ た。 彼 は た め らい勝 ち に始 めて ， す ぐにや

めて しま っ た。 言 葉 を 間違 え た の だ った。 も う一 度 初 めか ら

や りな お した ジ ョニ ー は， ま た も間違 え て しま っ た。 監 督 に

も う一 度 繰 り返 す よ う に言 わ れ て， 二 度 め を言 い始 め た時 も

ま た失 敗 して 絶 句 して しま った 。集 会 に は 緊張 した空 気 が 流

れ た。 す る と突 然 ジ ョニ ーが 立 ち あが って顔 を紅 潮 させ て礼

拝 堂 を 出 て い った。 他 の祭 司 が 静 か に 立 ちあ が って彼 に代 わ

り， 水 の祝 福 を終 え た。 ジ ョニ ーは 数 週 間 を 経 て か ら教 会 へ

戻 って き た の だ っ た。

ブ レア の家 族 は， ジ ョニ ーが 高 校 を 卒 業 した ら ど うな るか

を懸 念 して い た。 二 人 の少 年 の友 情 は失 わ れ るの だ ろ うか。

９２

しか し大 学 へ 進 ん で も ジ ョニ ー の ロバ ー トに対 す る心 は変 わ

らず ， 二 年 の 前期 の 頃 彼 は結 婚 した い と思 う女 性 の こ とに つ

いて ロバ ー トに手紙 を よ こ した。 「ボ ブ， 彼 女 は素 晴 ら しい

んだ 。 そ の上 教 会 員 な の だ。 ぼ くた ちが 神 殿 で結 婚 す る時 は

君 の ご両 親 に列 席 して い た だ きた い 。」 １

エ レン と ミカエ ル は 神殿 で の ジ ョニ ー の結 婚 式 につ きそ っ

た。 彼 らが 聖 壇 にぬ か ず くの を 見 て い た エ レ ンの心 に は， ロ

バ ー トが 幼 なか っ た頃 の言 葉 が浮 か ん で きた の だ っ た。 「お

母 さ ん， ジ ョ『 一 に お祈 りを教 え て ／」

た んか が 廊 下 に運 ば れ て きて， エ レ ンは急 に現 実 に ひ き戻

され た。 頭 に包 帯 をま か れ て 微 動 だ に しな い ロバ ー トを 見 る

と， 彼 女 は ま た も非 常 な恐 れ に と らわ れ， お ろ お ろ して 夫 と

ジ ョニ ー の顔 を見 た。 涙 が ほお を つ た った。

た ん かが 部 屋 に運 ばれ て ，部 屋 の 扉 が 閉 じ られ た。 次 に扉

が開 い た時 に は， 白衣 を 着 た男 の 人 が空 の た ん か を押 して き

て， 看 護 婦 が ドア の と こ ろへ 来 て 告 げた。

「専 門 医 の ク レィ ン先 生 はま だ執 刀 中 で す。 で も じき に ま

い られ ます 。 さ しあ た って ス ノ ウ先 生 が ま い ります 。」

医師 と看 護 婦 は， ミカ エル と エ レ ン と ジ ョニ ー を残 して 部

屋 へ 入 って行 っ た。

時 間 は どれ だ け過 ぎ たか わ か らな い。 や が て ス ノウ医 師 が

現 わ れ て三 人 を中 へ 入 れ て くれ た。 「息 子 さん は反 応 を示 し

ま せ ん」 ケ レン先 生 を 呼 び ます 。 お そ す ぎない とよ い ので す

が … …」 「え え っ， そ んな …… …」 エ レ ンは すす り泣 い た。

「あ の 彼 の ため に祈 りま し ょうか ？」 た あ ら うよ

うな ジ ョニ ー の声 が した。

ジ ョニ ー は無 我 夢 中 で ぎ こ ち な くベ ッ ドの わ きに膝 まず い

た。 心 の奥 底 か らこみ あ げて くる言 葉 は飾 らぬ深 い思 い を吐

露 して い た。 ロバ ー トか ら受 け た数 々の こ とを感 謝 し， 自分

の生 涯 を 変 え た教 え に感 謝 を述 べ た。 ジ ョニ ーは， そ の友 の

た め に確 信 を こめ て祈 っ た。 「… … しか し天 父 な る神 さま，

他 の どん な こ とよ り も， た だ こ の こ とを …… 私 た ちの思 い の

ま ま で は な くあ な た さま の御 意 が な され ま す よ うに と祈 りま

す 。 私 た ちに理 解 す る知 恵 を お恵 み 下 さ い 。」

ドアが あ い て， 手術 衣 の ま ま の ク レイ ン医 師 が 現 わ れ た。

「ス ノ ウ先生 か ら聞 きま した
。 我 々 は尽 くせ る手 を す べ て尽

しま した。 ご心配 で しょ う」 ク レイ ン医 師 は静 か に言 った。

医 師 は習 慣 的 に 患者 の脈 を と り， む ず か しい顔 を して毛 布

を ひ き あ げ， 聴 診 器 を あ て て， 何 ヵ所 か を調 べ た。 困 った よ

うに まゆ を よせ て い た。

しば らく黙 って い た 医 師 は看 護 婦 に言 っ た。 「酸 素 吸 入 器

を使 って 」

エ レン の心 に は再 び ロバ ー トの声 が 聞 こ え た。 「お母 さん

ジ ョニ ー に お祈 りを 教 え て ／」
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予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミスの幼 年 時代 の ことは ほ と ん ど知 ら

れ て い ま せ ん 。彼 の母 親 で さ え も息 子 の伝 記 の中 で ， 「ジ ョ

セ ブが 子 供 の 時 分 に は ， 当 時 の あ の程 度 の暮 ら し向 きの人 達

に と って は極 く当 り前 の平 凡 な事 柄 の他 に は， これ と言 って

特 別 な こ とは あ りませ ん で した 。」 と述 べ て い ま す。 多分 ，

ジ ョセ フの両 親 に と っ て は， 次 々 と生 まれ， そ して 日毎 に成

長 す る子 供 達 を抱 えて ， 生 計 を 維 持 す るの に精 一 杯 だ った の

で し ょ う。 それ で 母 親 のル ー シイ ・マ ッ ク ・ス ミス に と って

は些 細 な事 柄 を い ちい ち数 え あ げ るだ け の余 裕 もな か った の

で し ょ う。

母 親 は ジ ョセ フの幼 少 時代 に は格 別 な こと は なか っ た と言

って いま す が ， ジ ョセ ブは他 な らな い次 の よ うな環 境 で育 っ

て い るの で す。 つ ま り， 両 親 ， 兄 弟 ， 姉 妹 達 に対 す る強 い 愛

こそ 幸福 な家 庭 の要 で あ る と い うよ う な雰 囲 気 の 申 で成 長 し

た の です 。 家 族 は しば しば生 活 の必 需 品 に も事 欠 くほ どで し

た が， 子 供 達 は働 くこ とを 学 び ，信 仰 を持 つ こ とを学 び， そ

して お互 い に誠 実 で あ るべ き こ とを 学 び ま した。 これ らの諸

徳 は生 涯 に亘 りジ ョセ ブを 助 けま した。

ク リス マ スの 二 日前

あ る冬 の寒 い 日， １８０５年 １２月 ２３日の こと で した。 バ ー モ ン

ト州 ， ウ ィンザ ー郡 の シ ャ ロ ンの ス ミス家 に男 の子 が 生 ま れ

ま した。 母 親 は 新 しく生 ま れ た子 供 を しっか りと抱 き しめ て

他 の三 人 の子 供 達 ， つ ま り，七 才 の アル ビン， 五 才 の ハ イ ラ

ム， それ にま だ た った 二才 の ソ フ ロニ ア に， 赤 ん 坊 は お 父 さ

んの 名 前 を と って ジ ョセ ブと名 付 け られ る と語 り ま した。 こ

の時 ， 母 親 は ジ ョセ ブが この地 上 で の生 涯 の 間 に 為 す で あ ろ

う偉 大 な働 きに つ い て は何 も気 が つ きま せ ん で した。 ス ミス

ー 家 が シ ャ ロ ンに住 ん で い る間 は ジ ョセ フの 父 は 農 場 を 借

り，夏 の 間 は そ れ を耕 しま した 。 ス ミスー 家 は バ ー モ ン トと

ニ ュ ー ハ ン プ シ ャ ー の郡 境 に あ る町 々 を幾 度 とな く移 り住 み

ま した 。 ジ ョセ ブが ま た ほ ん の子 供 の 時分 ， 一 家 は シ ャ ロン

か ら タ ンブ リッジへ ， 次 い で ロイ アル トンへ ， それ か らニ ュ

ーハ ン プ シ ャ ーの レバ ノ ンへ 移 りま した
。

不 幸 の訪 れ

ジ ョセ フが生 まれ てか ら， 一 家 が レバ ノ ンへ 移 り住 む ま で

の 間 に ス ミス家 で は更 に三 人 の子 供 に 恵 ま れ ま した。 サ ムエ

ル ， エ フ ラ イ ム （この子 は た った １０日間 しか生 きて い ま せ ん

で した） それ に ウィ リア ムの 三人 です 。

一 家 が レバ ノ ンへ 移 った 時
， 彼 らの前 途 は非 常 に明 る い も

の で した。 ジ ョセ フの母 は この時 の こ と を次 の よ う に語 って

い ま す 。

「私 達 は この町 に落 ち着 く こと に しま した
。 明 るい 前 途 は

今 ま で の私 達 の努 力 の結 果 で あ る とい う，喜 び と満足 の 気持

．を味 わ い ま した。 私 達 は もっ と豊 か な生 活 が で き るよ うに今

ま で に倍 して 勤 勉 に働 きま した 。」

レバ ノンへ 移 って 間 もな くの こ とで した。 ジ ョセ ブ の妹 の

キ ャ セ リンが 生 ま れ ま した。 ス ミス家 の子 供 達 は学 令 に達 し

て お りま した。・ハ イ ラ ムは ハ ノバ ー の ア カ デ ミーへ 行 って
、お

りま した 。他 の学 令 の子 供 達 は普 通 の学 校 へ 通 い ま した。 学

校 で は ，読 み方 ， 書 き方 ， そ れ に簡 単 な算 術 を勉 強 し ま し

た。 ス ミス家 の人 々 は信 仰 深 い家 族 で した。 夜 に は か わ るが

わ る聖 書 を読 み ま した。

全 く突 然 に こ の一 家 を再 び 不 幸 が 襲 つ た の です 。 今 度 の不

幸 は チ フス と い う非 常 に伝 染 力 の強 い病 気 の形 で や っ て．きた

の です 。 真 先 に ソ フ ロ ニ アが チ フス に か か り， 次 いで ハ イ ラ

ムが 学 校 で か か り， 次 に アル ビ ン， そ れ か ら次 々 と他 の子供

達 が こ の恐 しい病 魔 の犠 牲 に な りま した。 病 魔 の手 か ら逃 れ

たの は 両親 だ けで した。

９３ ・



主は私を助けて下さる

チフスにかかった時ジョセブは八才でした。回復の兆は見

えてきましたが。ジョセフは激 しい肩の痛みを訴え始めまし

た。医者はこの痛みはねんざによると考えましたけれども，

ジ ョセブはそのような覚えは全 くないと言い張りました。医

者は塗薬で治療 しましたが効果はありませんでした。数週間

後 もなおジョセフの肩はいて もたってもいられないほど痛み

ました。痛みは背中に拡が り次いで脚にも及びました。脚は

腫れはじめ非常な苦 しみようでした。二，三週間後に医者が

来て二回にわたって脚を切開しました。 この処置は痛みを和

らげましたが切開部が治るとまた脚は腫れはじめ余 りにもそ

れがひどいので数人の外科医が呼ばれました。話 し合いの結

果，１医者達は今となっては脚を切断することだけがジョセブ

の命を救う唯一の方法であるとの結論に達 しました。母親は

とても胸をいため，医者に脚を切断 しないで，冒された骨だ

けを切除することによってジョセブの命を救えないだろうか

と尋ねました。彼 らはそうすることに決 めま した。

この当時は今と違って麻酔薬は用 いられませんでした。そ

れで医者は手術を始める前にジョセフをベ ットに縛 りつけよ

うとしました。けれどもジョセフは勇敢な若者でしたので縛

り付けられるのを拒否 したばかりか，医者が痛みを和 らげる

からと勧めるブランディーやブ ドウ酒を飲むことさえも拒ん

だのです。ジョセブは言いました 「僕は一滴の酒 も飲まない

し，ベットに縛 りつけられるのも嫌です。その代 りお父さん

にベットの傍に座 って もらい，しっかりと僕を抱きかかえて

いて欲 しいのです。そうすれば骨を切 り取るのに必要なこと

なら何で もします。」ジョセブは母親が 苦 しむのを見るのが

辛いので，部屋の外へ出て行って くれるようにと頼 み ま し

た。 「お母 さん， どうか約束 して下さい。部屋にいないと，

主は僕を助けて下 さいます。僕は我慢 します。」

ジ ョセブはこの困難な手術を受けてか ら徐々に回復 してい

きました。両親は息子の健気さに感嘆 しました。’ジョセフは，

療養期間中叔父のジェス ・スミスとマサチューセ ッツ州のサ

レムに行 っておりました。両親が海の爽やかな風が息子のた

めによいだろうと考えたか らです。事実，彼の体は回復 し脚

は段々丈夫になってきました。 レバノンへ戻って来た時には

軽いびっこをひいているだけで した。

パルマイラへ

子供達全員がすっか り回復してから，家族はコネティカッ

ト河を渡ってバーモン ト州のノーウィッチへ移住 しました。

ここでマ ドック氏の所有する農場を借 りましたα二年間とい

うものは，不作が続きました。三年目にはひどい霜がまた作

物を駄目にしてしまいました。 この時ス ミスは農業に適 した

土地を求めてニューヨーク州へ行 こうと決心 しました。 もし

良い土地が見つかれば妻 と八人の子供を呼び寄せることにし

ました。 （ドン ・カーロスという子供がかれこれする内に生

まれておりま した）

後に残った母親 と子供達はパルマイラへ幌馬車で行けるよ
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うに準備に精を出さなければなりませんでした。ジョセフの

母は言っております。 「来ても良いという知らせが何時あっ

て も直 ぐに出発出来るようにと，私とそれにもう働ける年頃

の子供達は一生懸命に働きました。」

ほどなくしてジョセブの父はみんなが来るようにという手

紙をよこしました。

樺の木のほうきとショウが入りパン

ニューヨーク州へ移住 した時，ジョセブ ・スミスは十才で

した。最初の二年間は，スミス家では人 口２，１８７人のパルマ

イラという町で家を借 りて住んでいました。農場の借料を工

面するため家族はそれぞれ働きに出ました。 アル ビンは大工

の見習いとしての仕事を見つけ，開拓者達の家を建てる人達

と働 きました。ジョセフの父は非常に器用な人でしたので割

木で椅子を作ったり，かごを作 ったり，樺の木でほうきを作

ったりし：ました。また，井戸や溜池を掘 ったり，暖炉や石壁．

を築いたりしました。その他に刈 り入れ時には手伝いに出か

けたりしました。時には手伝わせるためにハイラムとジョセ

ブを連れていくようなこともありました。一方，ジョセブの

母は料理が上手な人でしたので，ケーキと飲物の店を始めま

した。店は繁 昌しま した。特に土曜日とか休日には沢 山のお

客が集まりました。近所の子供達にとってはジョセブの母の

作るショウガ入りパンは非常な楽 しみで した。ソフロニアは

何時も自分から進んで店の手伝いをしました。店では食物の

他に油布で作 った防水具や，ジョセブの母の手作 りの椅子 カ

バーを売 りました。

学令の子供達はパルマイラの小さな丸太作 りの学校へ通い

ました。ジョセブの学校時代のことについてはほとんど書き

誌 されていませんが，パルマイ ラの学校時代には少 くとも三

冊の教科書を使用 したということが明らかにされています。



「初 歩 の算 術
」 これ に は彼 の 自筆 と１８１８年 １月 ３１日 とい う 日

付 が 誌 さ れて い ます 。 「英 語 読 本 」， そ れ に宗 教 的 な読 み 物 の

三 冊 です 。

何 時 も疑 問を 持 ってい る少 年

ジ ョセ ブの１４回 目 の誕 生 日を 祝 って か らほ どな く して， 色

々な 宗派 （バ プテ ス ト， メ ソ ジ ス ト， 長 老 派 ） の 宣 教師 が改

宗 者 を求 め て パ ル マ イ ラの近 隣 へ や って 来 ま した。 ス ミス家

の人 達 や近 所 の人 達 は宣 教 師 の開 く集 会 へ 出 か け ま した。 集

会 は 時 に は マ ンチ エ ス ター の学 校 で 時 に はパ ル マ イ ラで 開 か

れ ま した。 ス ミス家 の入 達 は こ れ ま でず っ と信 仰 深 く， 何 時

も聖 書 を 読 む 家族 で した。 け れ ど も教 会 に は加 入 して い ませ

ん で した 。 結 局 ，母 親 の ル ー シ イと子 供 達 の中 ソ フ ロニ ア，

ハ イ ラム， サ ムエ ル が 長老 派 の教 会 へ 加 入 す るこ と に な りま

した。 ジ ョセ フは ， 何 時 も疑 問 を持 ち何 時 も真 実 を求 めて い

る少 年 で したが ， い ず れ の 教会 に加 入す べ きか分 りませ ん で

した。 父 とア ル ビ ンは メ ソ ジ ス ト教 会 へ 加入 しま した。 と言

うの は， 二 人 は メ ソ ジ ス ト教会 の宣 教師 リバ レ ン ド ・レー ン

の説 教 に非 常 に興 味 を ひか れ た か らで す。 ジ ョセ ブは この人

の説 教 を聴 いて み ま した。 この 時 の 話 の 中 で彼 が聖 書 の中 か

ら読 ん だ あ る聖 句 が ジ ョセ ブ に強 い 印 象 を与 え ま した。 そ れ

で家 へ 帰 って か ら リバ レン ド ・レー ンが 引用 した聖 句 を読 み

ま した。

「あ な た方 の 内， 知 恵 に不 足 して い る者 が あれ ば ， そ の人

は， とが め もせず に惜 しみ な くす べ て の 人 に 与 え る神 に願 い

求 め るが よ い。 そ うす れ ば与 え られ るで あ ろ う」 （ヤ コ ブ

１ ：５）

この聖 句 は ジ ョセ ブに深 い感 銘 を与 え ま した。 ジ ョ セ ブ

は， どの 教 会 が正 しい の か を決 定 す るの に知 恵 を 必 要 と して

い る こ とを よ く知 つ て お りま した。 ジ ョセ フ は神 に尋 ね よ う
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と決 心 しま した。

ジ ョセ ブが 祈 りを捧 げ るた め に森 へ 入 って 行 っ たの は１８２０

年 の春 の 美 しい朝 で した。 これ ま で は天 父 な る神 に対 して 声

に出 して お祈 りを した こ とは た だ の一 度 もあ りま せ ん で し

た６ ジ ョセ ブ はひ ざま つ い て お 祈 りを始 め ま した。 そ の時 ，

何 か 強 大 な力 で体 が 捕 え られ た よ うな感 じが し， しか もそ の

力 が余 りに も強 い ので お祈 りの 言葉 を言 うの さえ難 しい ほ ど

で した。 暗 黒 が ジ ョセ フ の周 囲 を 包 み ， 彼 は もは や滅 亡 す る

ば か りだ と感 じま した。 こ の よ うな事 を 感 じた ち ょ うどそ の

時 ， ジ ョセ フは 自分 の頭 の上 の方 に光 の柱 を 見 ま した 。 そ の

光 の柱 は 太 陽 よ り も輝 い て 見 え ま した。 こ の輝 く光 はだ ん だ

ん 降 って きて ジ ョセ ブの真 上 に や って き ま した。 こ の時 ， ジ

ョセ ブ は光 輝 く この 世 の人 とは 思 わ れ な い高 貴 な二 人 の御 方

が 彼 の上 方 の空 中 に 立 って い るの を 見 ま した。 そ の 内 の一 人

の御 方 が 他 方 の 御 方 を 指 さ して 言 わ れ ま した。 「これ は わ が

愛 子 な り， 彼 に聞 け」 （ジ ョセ ブ ・ス ミス ２ ：１７）

そ こ で ジ ョセ ブは 尋 ね ま した 。 「一体 今 あ る宗 派 の 内 い ず

れ の宗 派 が 正 しいの で す か 。 ま た私 は どの教 会 に 加入 すべ き

な ので す か 。」

僕 は 自 分で 真 実 を 知 りま した

答 は いず れ の宗 派 も正 し くない ， ま た い ず れ の 教会 に も加

入 す べ きで な い と い うこ とで した。 ジ ョセ ブが 我 れ に 帰 って

み ると， 彼 は地 面 に仰 向 け に な り天 を 見 上 げた 格 好 で 横 た わ

って い ま した。 少 し元 気 が 回復 して か らジ ョセ ブは 家 へ 帰 り

ま した。

ジ ョセ ブが家 へ 帰 り着 くと， 母 親 は息 子 の様 子 を 見 て 非 常

に 驚 きま した。 ジ ョセ ブの顔 色 は蒼 白 で。 しか し目 だ け は生

気 に満 ち満 ちて い ま した。 な ぜ ジ ョセ ブが いつ もと そん な に

違 った 素振 りを す るの か と母 親 が尋 ね る と， ジ ョセ フは言 い

ま した 。 「僕 は 自分 で は っ き り と長老 派 の教 え は真 実 で な い

と い うこ とを 知 りま した 。」

そ の こ と の あ っ た 日か ら， 家族 の人 達 は， 若 い ジ ョセ ブが

本 当 に天 父 と御 子 に会 っ た とい うこ と， ま た この御 二 方 が ジ

ョセ ブ に今 あ る教 会 は どれ も真 実 で な い とお告 げ に な っ た と

い うこ と を信 じま した。

弟 の ウィ リア ムが 成 人 に な って か らの こ とで した が， あ る

人 が ウ ィ リア ム に今 まで に ジ ョセ ブの 証詞 を疑 った こと が あ

っ たか ど うか と き き ま した 。ウ ィ リア ム は答 え ま した 。「い い

え， 私 達 は何 時 も ジ ョセ ブの 言 った こ とに は絶 対 的 な信 頼 を

お い て い ま した。 彼 は正 直 な少 年 で した。 父 も母 もジ ョセ フ

を 信 じて い ま した。 ま して や 私 達 子供 が ど う して信 じ られ な

い とい う ことが あ り得 ま し ょ うか 。 も しジ ョセ ブが そ れ まで

に作 り話 な どを した こ とが あ った の な ら， 私 達 は き っと金 版

に つ い て の彼 の話 を 疑 っ たか も知 れ ま せ ん。 で も彼 は正 直 な

少 年 だ った の です 。父 と母 が ジ ョセ ブ の話 を信 じて ，そ の信 念

の た め に迫 害 を受 け た と い う事 実 は， ジ ョセ ブが正 直 な少 年

で あ る とい う こと を何 よ り もよ く物 語 って いま す。 私 達 は か

た 時 と言 え ど もジ ョセ ブ の言 葉 を 疑 っ た こ とは あ りま せ ん 。」
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キ リス ト降 誕 の お よ そ ８００年 前 ， 予 言 者 ヨエ ル は さま ざま な チ ャ レ ンジ を伴 う我 々 の時

代 を 予 見 した。 ヨエ ル は そ れ が 「悪 の大 き い」 時 代 で あ る こ とを知 った。 彼 は民 の状 態 を

こ う記 した。 「群 衆 ま た群 衆 は， さ ば き （決 心 ） の 谷 に お る。 主 の 日が さ ば き （決 心 ） の

谷 に近 い か らで あ る」 （ヨエ ル ３ ＝１４）

ヨエ ル の予 言 は確 か に成 就 しつ つ あ る。 な ぜ な ら，我 々 は 「決 心 の谷 」 に い るか らで あ

る。 現 代 の チ ャ レン ジ は， 「世 の 道 」 と 「主 の 道」 の 間 を フ ラ フ ラと流 さ れ る こ と な く，

確 固 と して い る こと を求 め る。 主 は， 自 らを 一 貫 して主 に つ き従 う人 々 を必 要 と して お ら

れ る。 主 に従 うに は， 自 らのす べ て と勇 気 が要 求 され る。 実 に主 は言 われ た。 「わ た しの

味 方 で な い者 は， わ た しに反 対 す る もの で あ り，」 （マ タイ１２：３０） カ イ ン， ユ ダ， レー マ

ン らを考 え る時 ， こ の言 葉 の真 実 な こ とが わ か る。 彼 らは み な主 の道 を よ く知 って い た 。

しか しそ れ ぞれ に 「決 心 の谷 」 に 立 った 時 ，彼 らは主 に つ き従 っ て行 くこ とが で き なか っ

た。

一 方
， 正 義 を行 な う こ とは偉 大 さ と表 裏 一 体 を なす 。 最 初 にす べ て を 捧 げて 正 しい こ と

を行 な お う と決 心 せ ず に ，満 足 と成功 を得 られ る人 は い な い。

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 に お いて ， 主 は我 々 に， 常 に変 わ らず 福 音 の真 理 に よ っ

て 生 き る こ とを 求 あ て お られ る。 真 の意 味 で， パ ー トタ イ ムの 聖徒 で あ る こ とは正 に不 可

能 で あ る。 教 会 の若 人 た ち， み な さん は 自分 の働 きを ごま か した り両親 を軽 ん じて は な ら

な い。 タバ コや酒 を飲 ん だ り不 道 徳 に走 っ た り， 不 正 直 とい うよ うな悪 い と知 っ て い る こ

とを 行 ない な が ら， 教 会 の責 任 を誇 りと尊 厳 を もって 遂 行 す る こ とは で き な い。 それ は偽 ．

善 で あ る。

聖典 を読 む と， 主 が， 自 らの信 じる と こ ろに 全 て を も って従 う人 々 を お選 び に な り， 彼

らを喜 ば れ た ことが わか る。 その 最 も顕 著 な 例 は ，主 が タル ソ の サ ウ ロを召 さ燕 た こ との

中 に 見 出 せ ．る。

サ ウ ロは信 念 に よ って 動 く人 で あ った。 何 か が正 しい と信 じる と， す べ て を捧 げ て信 念

に生 き た。 異 端 と信 じた ク リス チ ャ ンを迫 害 して い る時 も， サ ウ ロ は 自分 の 正 しい と思 う

こ と に何 の疑 い も抱 か な か った。 そ の非 常 な熱 心 さ は， 使 徒 行 伝 の 著 者 が この よ うに強 い

調 子 で 述 べ るほ どで あ った。 「さ て サ ウ ロ は， な お も主 の 弟 子 た ちに対 す る脅迫 ， 殺 害 の

息 を はず ませ なが ら …… ，」 （使徒 ９ 二１）

サ ウ ロが悪 い こと に身 を捧 げ て い た に もか か わ らず， も しサ ウ ロが真 実 な こと に献 身 す

る な らば そ れ と同 じよ うに熱 心 に な るだ ろ うと い う こ とを 主 は 知 って お られ た。 サ ウ ロが

ク リス チ ャ ンを追 って ダ マ ス コへ 行 く途 中， 主 の御 声 が 聞 こ えた 「『サ ウ ロ， サ ウ ロ， な



ぜ わ た しを迫 害 す る のか 』 と呼 び か け る声 を 聞 い た。 そ こで彼 は 『主 よ， あ な た は ど な た

で す か」 と尋 ね た。 す る と答 えが あ った 。 『わ た しは， あ な た が迫 害 して い る イ エ スで あ

る。 あ な た は と げを け る こ とは で きな い 』 サ ウ ロは た め らわず 尋 ね た。 『主 よ， 私 に 何 を

お望 み です か 』」 （使 徒 ９ ：４～ ６英 文） サ ウ ロはす ぐさ ま決 心 した。 残 りの 全生 涯 が そ の

こ と の証 詞 で あ る。

福 音 に対 す る献 身 は サ ウ ロを偉 大 な宣 教 師 に した 。テ モ テ に書 い た次 の言 葉 は，彼 の非 常

な献 身 を表 わ して い る。 「と い う のは ，神 がわ た した ち に下 さ った の は，臆 す る霊 で は な く，

力 と愛 と慎 しみ との霊 な の で あ る。 だか ら， あ な たは ， わ た した ち の主 の あ か しをす る こ

とや ，わ 孝 しが 主 の 囚 人 で あ る こ とを決 して恥 ず か し く思 って は な ら ない 。 む しろ，神 の力

に さ さえ られ て，福 音 の た め に，わ た し と苦 しみ を 共 に して ほ しい」 （皿テ モ テ １ ：７～ ８）

今 日の 世 は， 「臆 す る霊 で は な く， 力 と愛 と慎 しみ との霊 」 を も って 真 理 に 自 らを 捧 げ

る人 ４ を捜 して い る。

主 が サ ウ ロを召 され た こ と は， 自 らを捧 げ て， 自分 の行 な っ た決 心 に忠 実 で あ る男女 を

主 が いか に望 んで お りた も うか を 示 して い る。 す べ て を捧 げて 従 うのが 必 要 な こ とは 黙 示

録 に も言 われ て い る。 「わ た しは あ な た の わ ざを知 っ て い る。 あ な た は冷 た くもな く， 熱

く もな い。 む し ろ， 冷 た い か熱 い か で あ って ほ しい。 … … … あ な たを 口か ら吐 き出 そ う」。

（黙 示 ３ ：１５， １６）

人 は ど の よ うに して， 生 きた福 音 にす べ て を捧 げ られ るで あ ろ う。教 会 の 教 え る こ とを

知 って い るだ けで充 分 で あ ろ うか。 教 会 が真 だ と信 じる こ とは ， ゆ るぎ な い献 身 の基 で あ

ろ うか。 あ るい は他 に も っ と必 要 な ものが あ る の だ ろ うか 。

主 の使徒 で あ った シモ ン ・ペ テ ロの働 き の中 に， そ れ らの質 問 の答 え を教 え られ る。 ペ

デ ロ は主 を 身近 に 知 って い た。 三 年 間主 のみ そ ば に接 して い た 。 ペ テ ロは真 の主 人 と は誰

れ か を 知 って ，自 らの信 仰 を公 に表 わ した 。しか しペ テ ロは さ さ い な こ とで 主 を 否 ん だ。 主

が 十字 架 にか け られ た後 ， ペ テ ロは我 を忘 れ ， ろ うば い して， 「わ た しは漁 に行 くの だ」 と

言 った。 （ヨハ ネ ２１：３）

そ れ は ペ テ ロが聖 霊 の証 詞 を得 る まで の こ とで あ って， そ れ 以後 は， 主 の御 業 に全 て を

捧 げ よ う と決 心 し， 統 治 者 の家 ， 町 なか ， 牢獄 な どあ らゆ る と ころ で 勇気 を もって イ エ ス

・キ リス トの こと を宣 べ 伝 え た
。 全 身 全 霊 を こめ た彼 の働 きは ペ ン テ コ ス テ の時 と， それ

以後 の業 に 明 らか で あ る。

我 々に と って も同 じこ とで あ る。 我 々は， 福 音 の神 聖 さ につ いて 聖 霊 の証 詞 を 得 て ， そ

の後 意 識 して イ エ ス ・キ リス トの福 音 の原 則 に生 き る こと を決 心 しな くて は な ら ない 。 後

者 が 大切 で あ る。 献 身 は， 自動 的 に そ れ だ け が急 に現 わ れ るよ うな もので は ない 。 意識 し

て 努 力す るこ と に よ って の み， 全身 全霊 を主 に 向 け る こと が で き る。 サ ウ ロ の よ うに 我 々

も問 わ ね ば な らな い。 「主 よ， 私 に 何 を お望 み です か」 そ して そ の後 ， 主 の 御 意 を 実践 し

な くて は な らない 。

正 しい こと を行 な う， と人 々の前 で宣 言 した若 人 の実 際 の行 動 は， 信 じて い る ことへ の

献 身 を そ の ま ま あ らわ す。

福 音 に 自 らす べ て を 捧 げ る こ とは， 必 ず し も簡 単 な こ とで は ない。 しか しあ な た も私 も

そ うす る こと な く して は， 神 の王 国 で大 い な る者 と は なれ ない。 今 「決 心 の谷 」 に立 っ て

い る我 々 は， ヨシ ュ アの よ うに 断 固 と して こ う言 わ ね ばな らな い 。 「… … た だ し， わ た し

とわ た しの家 とは 共 に主 に仕 え ます 」 （ヨシ ュ ア ２４：１５）

１ン ．
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キムが美術館のクリスマスルームを訪れた日に，彼がキム

であると思った人はいなかったでしょう。髪をとかし，きれ

いな洋服を着てもこの日だけは不平を言わない日でした。 自

然と耳の後を洗い爪の間もきれいにしたのです。 そ の キ ム

が，やさしい音楽の流れる平安の満ちた美 しい部屋に入って

行った時，彼に気がついた人はいなかったでしょう。キムの

目はいつ も輝いていましたが， クリスマスルームを訪れた今

日，その目には新 しい輝きがありました。小川がさらさらと

石をこえて流れるようないつ もの輝きと違って，陽の聖 らか

な光で霜をおいた冷たく深い山の池の輝 きに似ていました。
の

のえ ロ

その部屋に飾 られた一つ一つの絵を見ると，』深い愛の気持が

わいてきました。

この部屋は毎年 クリスマスの季節にだけ公開されるのでし

た。中の絵はよく描かれているだけでなく，みな最高の もの

で した。単に絵のテクニックが素晴 らしいというごとでなく

見て美しい上に心を感動 させる絵でした。それを見る人はな

んと素晴らしい絵だろう／ 描いた人が目に見えるようだ」

と，一歩しりぞいてながあるかわ りに， もっと近づいてこう

つぶや くのでした。 「キリス トがお生まれになった初めての

クリスマスの時に，そこにいたかったなあ，イエス様にお会

いできたらよかったのに。」多くの絵が飾 ってありましたが，

数点が特に選ばれて，毎年一つ新 しい作品がこのクリスマス

ルームにかけられるのがいつものことでした。

キムは部屋の中央の椅子に静かに座 って，一つ一つの絵が

何を言わんとしているかを心をこめて見てゆきました。ゆっ

くりと心静かに。朝のうちは見学者が少ないのでこの時間を

選んだのです。この日は もう一人見学者がいました。キムは

みなれた古い絵を先に見て新 しい一枚の絵は最後に残 してお

きました。それぞれの絵か ら感銘を受けたのですが，特に最

後の絵は彼を釘づけにしました。その絵はなぜ他の絵 と違 っ

ていたのでしょうか。キムは前にその絵を見たことがあるよ

うな気がしました。けれ どもそんなはずはありません。新 し

い作品なのです。他のところで見たはず もありません。彼は

近づいてよく見ました。それは馬小屋で動物がそばにいる聖

家族の絵で，とりたてて変わったものではありませ ん で し

た。赤児のキリス トのそばに羊飼いが膝まずいたり，立った

りしていま した。空には新 しい星が輝き，ゆりかごと中に眠

る幼な児を照らしていました。入口のそばにいる小さな羊飼

いはまだとて も若いようでした。彼はやわらか く真白な羊を

抱きしめて顔を羊の毛にうずあていました。小さな羊飼いの

目は驚きと愛に満ちていました。 こう言 っているように見え

たのです。 「この方が成長して世の救い主，我々の王となる

赤ちゃんなんだ。」

その羊飼いの少年には何かひきつける所があって，キムは

近 くへよりました。彼は小さな羊飼いの心を読み と る よ う

に，その目をじっとみつめました。その少年の目には何があ

ったのでしょう？ キムが羊をなでるくらいに近よった時，

誰れかの手がキムの肘をおさえました。彼はギクッとして，
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あれを見てみ ま しょうよ」 と息をついて 「今 れに気がつかなか ったん だろ うと不思議で し

まで に，あん なに美 しい物 を見た事が あ って た。本 当にそれは部屋の 中で一 番 目立つ物で

？」 と言 いま した。お姉 さんが，暖炉 の方 を見 した。 「アル ブライ ト氏 はきっ とち ょうち ょ

つ めてい るので，弟のパ ッ トは，暖炉の上 に が好 きだ ったんですね， ち ょうち ょの絵 さえ

の ってい る帆船 の模型 の事 を言 ってい るのだ 集 めていたんですか らね 」とダニーが言い ま
タ

ろ うと思 って 「ヤー，確 かにす ごいや，僕 も した。 「きれいですね」 とベ ン トン氏 も云い

あんなのが欲 しいな あ」 と言いま した。 「私 ま した」 しか し， マ ックス，いや， アル ブ ラ

の言 ってい るの はあれ よ」 とパムが叫 びま し イ ト氏 はあの絵を買 ったん じゃな くて， 自分

た。彼 女は，暖炉の上 にかか ってい る，金の で画 いたんです よ，不思議な事です よ。 も し

額 に入 ってい る一枚 の絵 を さしま した。 それ 彼 が本 気にな ってや った ら，本 当に天才的 な

は羽 を広げてい る豪華 な青 いち ょ う ち ょの 芸術 家になれたで しょうね。 しか しごぞん じ

絵 で した。ダ ニー は自分 が どうして，前 にそ のよ うに，あれが彼が画 いたた った一つの絵

なんですよ」 「彼 はき っと，絵 を書い たり，

ち ょうち ょや，あん なが らくたを集め た りし

て， き っと変 りもの だ ったんですね」 とパ ッ

トが 言 いま した。 「あんなに， す て きな絵

はな いわ」 とパ ムが ため息 を つ き ま した。

「ねえ， あれ もすて きだけど， 僕 ら は まだ

仕 事があるんだよ。 まだ， 誰 がモル フ ォ か

ク リスマ ス， イヴが くるまえに しらべ なければ」 とパ ッ トがあわてて言 いま

した。彼 はベ ン トン氏 の方を心配そ うに見て

このてんをむすんで ，で きたえに，い ろを 「本 当に，モ ルフ ォ氏 について何 も聞 いて い

ぬ りま し ょう。 ませんか ？」 とききま した。ベ ン トン氏 は首
’ をふ

って 「私 はど うも， お手伝いが 出来 ませ
● ● ● ● ● ● ●

んで， マ ックスが刑務所へ行 く前の事 な ら良

く知 って いるんですが。 もちろん，私 は彼 が

正直 な男だ った とは思い ませんで した し，モ
らさ み ア

鴨 μ ・／ 歪６ ル フ ォ なん て 名 前 も聞 い た事 が な い で す よ 」
の　 ココロタま ル ら

で１，どづ 脳 妻茸蹴 蕩讐 １；、隼縦 弊
恥 １’ 亀＋ お ぶ つ ぶ つ言 い ま した 。 「誰 も この ， お い ぼ れ
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回 吟 ・１・ つ つ まれ た モ ル フ
ォの 正 体 と， 行 くえ は ，本
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当 に大 きな 謎 で した。
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ク リス マ ス の お と もだ ち

これ は ， オ ラ ンダ の お は な しで す 。 こ お り

の は っ た うん が を ス ケ ー トで ，手 を つ な い

で ， わ ったて 行 き なが ら， カ トリー ナ と ヒル

ダ は，うれ しそ う に，に っ こ りと笑 い ま した 。

カ ト リー ナは か た ほ うの手 に ，明 か るい 赤

の 毛 糸 で 出来 て い る手 ぶ くろ を も って い ま し

た 。 それ は， カ トリー ナが 学 校 が おわ らて か

ら， ヒル ダの 家 で ， あ み 終 わ った ば か りの も

の で す 。 ヒル ダ も， い っ し ょに あん だ ば か り

の ， か わ い い赤 の ぼ う しを 持 って い ま した 。

「あ した ， この 手 ぶ くろを も ら った ら， ジ ュ

ミ ル ド レ ッ ド ・ グ レ ニ ャ ー

リア ン ナは よ ろ こんで くれ るか しら ？」 と カ

トリー ナは き き ま した。 「も ち ろん よ ， だ け

ど， ジ ュ リア ンナ は こ の赤 い帽 子 の組 み 合 せ

を 気 にい る か し ら ？ね え， カ トリー ナ ， あ し

た 学 校 で ， お く り物 を こ うか ん す る の が と っ

て も待 ち ど う しい わ。 ジュ リア ンナ は私 た ち

を と くべ つ な お友 だ ち に， え らん で くれ る で

し ょ うね 。」 あす は１２月 ５日で した。 そ の 日

は ， オ ラ ンダで は，だ れ もが ，サ ンタ ・ク ロー

ス の た ん じ ょう び をい わ うの で す 。学 校 の じ

ゅ ぎ ょ うが終 わ る と，生 徒 た ちは ，プ レゼ ン ト

（２５ ）
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を こ うか ん しあ い．， そ れ か ら， 楽 しい夜 の た １ 「．お母 さん は ， そ の 日 ， しみ→ う な い よ う

め に急 い で 家 に 帰 り ます 。 夕 食 が す む と大 き ’に ，．ゆか を み が い た ので ，．へ や ．じ ゅ う， せ っ

な 白 い 馬 に の って 来 る と い うサ ン タ ・ク ロー けん と水 の い い に お いで い っぱ い で した 。 テ

ス の 来 る用 意 を し ます 。．サ ンタ ・ク ロー スに 一 ブ ル の上 に え い よ うの あ る こ い 豆 の ス 漏 プ

は ， ち ゅ う じつ な お と も の ブ ラ ッ ク ・ピー タ の は い って い るお わ ん を お き な が ら， カ トぷ　

一がついてい ます。 サ ンタ ・クロースはよい リー ナのお母 さんの，バ ラ色のか おはに っこ

こどもた ちには プ レゼ ン トをおいて行 って く りとほほえみま した。 うす く切 ったチーズや

れ るけど，いたず らで ，言 うことを聞かない パ ンや ケー キ もあ りま した。 おなかのすいた

子 たちは ブラ ック ・ピー ターにむ ちで うたれ 女の子た ちには， どんな にか おい しか った こ

るのです。その ２人の女 の子 たちが，スケー とで しょう。 ２人 は お皿 を洗 って ふき ピカ ピ

トを しなが ら， うんが のまが りか どに来た と 力光 るガ ラスの戸 のつ いて いるきれいな戸だ

きに， うんがの そばの小 さな家 に，だれかが なへ しま う手伝 いを しま した。 それか ら２人

入 って行 くのが見えま した。 噛 は， カ トリー ナのお母 さん に，手 ぶ くろ とぼ

そ して，小 さなあか りが， われ 目の あ るま う しを見せ ま した。 「とて もか わい らしい こ

どか ら光 ってい るのが見 えま した。 ひびの入 と」 お母 さんは言 い ま した。 「じょうずにあ

ったえん とつか らは，かす かにけむ りが， う め るよ うにな ったわね。だれ にあげるつ もり

ず まいてのぼ ってい ました。 「だれが入 って なの ？」 「ジュ リアンナよ。 ヒルダも このぽ

い ったのか しら ？」 とカ トリーナがききま し うしを ジ ュ リ ア ンナにあげるの。 ジュ リア

た。 ち ょうどその時， カ トリーナや ， ヒルダ ンナが私た ちの とくべつな お友だ ちにな って

と同 じくらいの年の女の子が ，その小 さな家 くれた らすて きだわ」 とカ トリー ナはいいま

の角 口に出て来ま した。女 の子の着 ている青 した。 「ど うして ， ジュ リアンナに ２つ もプ

い うわぎは，ち ょっとみ じかす ぎるよ うで し レゼ ン トを あげるの ？」 とカ トリーナのお母

た。 そ して ，ぼ うしをかぶ って いないので， さんは ききました。 「だ って， ジュ リア ンナ

黄色 いふ わふ わ したかみの毛が風 に ふ か れ は学校中で一 ばん かわいい子です もの。 みん

て，か おにか か っていま した。その子 は，ヵ な， と くべつ なお友 だ ちにな りたが って いる

トリー ナと ヒルダを見 ると， くる りど後 を向 わ。 ジュ リア ンナはね， うんがの上 の方 の大

いて家の後へ走 って行 きま した。 カ トリーナ きな家に住んで いるのよ。お父 さん はた くさ

は，悲 しそ うに，頭 をふ って 「あん な小 さな んの風車を も って いる し，黒や， 白の牛 もた

家 にすむ のはいやだわ，で もあの子 はだれ か くさんか って いるのよ。 それに ジュ リア ンナ

し ら？」 といいま した。 そうして いる うち は，沢山すて きな洋服 を もってい るわ。 」 と

に，二人 は，カ トリー ナの家へつ きま した。 ヒルダが答 えま した。 カ トリー ナのお母 さん ．

そ こには大 きなまど と，新 しい赤 いやね ，白 はいいま した 「だ け ど， ジュ リアンナは，あ

いか きね にか こまれた きれ いな庭が あ りま し なたた ちの お くり物 がひつよ うか し ら？ 私

た。 ２人 はへ やにっ うじてい る。 ピンクのれ は，だれか ほかの，あま り物を もって いない

ん が道 を とお って，家を．よごさないよ うに， 人に，お くり物 を した方がよい と思 うわ。 」

げ んか んで，スケー トぐつ をぬ ぎま した。 カ ね る時にな って， カ ト リーナの お母 さんは

トリーナのお父 さんの カー ル ・バ ン ・グ レッ かべについて いるひき戸 をあけ ました。戸 の

クはだんうにま きを いれなが ら 「ち ょうど斎 後 ろには， たなのよ うに見 える ２つ のベ ッ ド

まにあ ったね」 とい いま した。 カ トリーナの が あ りま した。 ２人の女 の子た ち が ね ると

（２６ ）

ル フォに関す る事 をみつけ 出そう」 とパ ッ ト て よ，前 に一度 その名前 を聞いた事がある様

が云 いま した。 ３人 は調査 を進め るために， な気がする。 と ころで そのモル フォとい う人

３人 だけで家 に入 りたいと思 いました。彼 ら ．が この事件 とど ういう関係があ るんで すか ？

が家 の中に入 るか入 らない うちに， ベン トン 「私達は，彼が アルブ ライ ト氏のひみつのき

氏 も入 つて来 ま した。彼 は部屋 から部屋 と ３ ようはん しゃだ と思 うんです」 とパムがあい

人 について来 ま した。彼 のために， ３人はい ．つ ちを うちなが ら言 いま した。 「ほん とうで

らい らして来 ま した。 そ して彼が 自分 の家 に すか ？」ベ ン トン氏 はほとん ど言葉 をつま ら

帰 るよ うに願 うので した６ 「ここには，何を せて，．口をす ぼめ，考 え こみま した。 「私達

かけていたんだ ろ う？」とパ ッ トがす ばや く は この家で，彼 につ いて何か見つかる と思 っ

耳 うちを しま した。 ダニーは有 を す く め て てい るんです 」 とパ ッ トが言いた しま した。

「彼 は，僕達が何 も盗 まないかどうか確かめ 再 び，ベ ン トン氏 は首 をふ り 「私は見 つか ら

た いんだよ」 「きっと，私達が本 当に忙：しく ない と思います よ」警察が マ ックスのあの不

て ，彼 を無視す れば彼 きっと帰 るわ よ」 とパ 幸な事件の時に， ここにや うて来て，かな り

ムが提案 を しま した。 しか し効果はあ りませ 捜査を して行 きま したか らね」子供達 は，家

んで した。 自動車屋 はあいかわらず，何 も言 の中 に入 った時か らづ っと仕事を続けていた

わず にかん ししなが ら， うろ うろ し続 けて い ので，最後の部屋 の方へや って来ま した。．そ

ま した。つ いに彼 は 「君達 は何 も見つか らな の部屋 も窓をそ うじす る必要があ りま した。

い と思 います よ」と言 いま した。パ ヅ トは彼 「マ ックスの書 斎です 」戸 びらを あ け な が

をみつ めま した。 「手が か りですよ。私の い ら。 ベン トン氏 は言 いま した 「ここは，彼の

うの は」 とベ ン トン戎 は 言 いま した 「君 達 お気 にい りの部屋 だったんですよ」書 斎は，

は，博物館の盗難事件 を解決 しようとしてい とて も大 き く，正方形で ，豪華 に飾 りつけて

るん だろ う？」パ ッ トは，び っくり して物が あ りました。入 口か ら，のぞきこみなが ら，

言 えず，ただ うなつ ∫だ けで した。同 じよ う ３人は右 の方 に暖炉がみ えました。暖炉の上

に驚 ろいて， ダニーは 「ベ ン トンさん，何ん には飾 り時計が置 いて あって，その両 側に磁

で私達が この事件 を調べて いるのがわか った 器の花びんが並 んでい ま した。暖炉の片方の

のですか ？」 と聞 きま した。 「誰かは私に知 は しには飾 り用 の帆船の模型がの っていて，

らせて くれ るものです よ」 と答えま した。 な もう一方 には，古 い英 国のつので出来 た酒入

ぜですか ？ ひみつ にしようとい う事だ った れがあ りま した。部屋の ほぼ中央 に，大 きな

んですか ？」ダ ニーは， ゆっ くり首 をふ って マ ホガニー製の机があ りました。大 きな・い

「い いえ， ベン トンさん そうい う事ではない かに も楽 そ うな皮 ばりの一組の 椅 子 や ，．足

と思 います。あなたは， アル ブライ ト氏を ご 台，小さなテー ブルや ランプ・びよ うぶ・と

ぞん じですね。 」 とダニーが言いま した。 べ い ったよ うな物があ りま した。 ほとんど全部

ン トンは うなつ いて ．「もちろんですよ。私達 の壁 とい う壁は， きれい に製本 された何 百冊

は隣 り同志で したか らね」 と言いま した。彼 とい う本の並んでい る本棚でおおわれて いま

は，今までに，モル フォとい う様な名前の人 した。小 さな片すみに，背の高い金属製 のフ

について話 した事があ りま したか ？」 とダニ 「アイル用の キャビネ ッ トが置いて あ り ま し

一は次の質 問を しま した。 自動車商 は首 を振 た。 「しか し，パ ムには，その部屋全部 の申

って 「私．には言 わなか ったなあ，モル フォな で ，手がか りにな る物は一つ しかな く，他 は

んて。 ずい分変 わ った名前ですね。 いや，ま とるに足 らぬ物のよ うに思えま した。「ね えゴ

（３１ ）
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車で行・たんだが洞 じ事を思・たよ・とお ．を肺 ていました・郵 て・そ舶 韓 力・ダ

父 さんは答 えま し．た。 「月曜 日．に，あの家を メ．にな ら１た り，修理の点検 に出 した りす．る必

管理 す る人を行かせ よう と思 っているんだ」 ’要が ある時 にな．ると彼の修理屋 に皆 ， 自転 車

「私達な ら，今 日出来 るわよ」 とパ ムがてい を出 しま した。 アル ブ ライ ト氏 の家 は街 のは

あん しました。 「私達 は仕 事をち ゃん とす る ずれ にあって，．中 くらいの規模で ，古 い英 国

わよ・ｏそれ にお金 も欲 しい ところなの」パ タ 式 に灰色 の石 で建て られて いま した。 「あれ
一 ソン氏は少 しの 間・考 え こんでい：ました。 が，．アルブ ライ ト氏の家 だわね ， とす ると，．
「ところで と，窓 はきれ いに しなければ…・ とな りのあの家がベ ン トン氏の家 にちがいな

それ に家具の ほこ りもは らわなければな らな いわねき っと」 と灰色の石 を指 さ しなが らパ

いなあ」パ ムは急 いで， 自分が考 えた事 はき ムが言 いま した。一人 の男 の人 が，お もての

っ．とそん じゃないだろ うとつけた しま した・ 方 に出ていて， しばふ に水 をまい て い ま し

「余分 なお金 は要求 しない わ よ」 「よ ろ し た
。若者達 が近 くまで ， 自転車 をの りつけ る

い」 とパ ター ソン氏 は しょ．うちしま した。 し と， 自動車 商 とわか りま した」彼 はに っこり

か し・私は・君達 がま じめに働 いてい るか確 笑 ってあい きっを しま した
。 自転車 のハ ン ド

かめ に・ふい にあ②家へ よ るつ もりだ」 「お ルにかか って，がんがん音 を立 ててい るバ ケ

父 さん， ちゃんと仕事 を続け る事 を ち か う

わ」 とパ ムが言 いま した。 「よろ しい。パ ム

や，私 はお前 に この責任 を与え ることにしよ

う」 とパ ター ソン氏 は言 って，少年達 の方へ

向 きま した。 「それか ら，君達 ２人の男共 は

彼 女の言 った様 にす るね。 しょうちか い ？」

少年達 はうなづ きま した。 パ ッ トは 「そ れ

じゃお父 さん ，僕達 に鍵 をか して くれ ま す

．ッや，パムのバ ケツに入 っているぞ う巾や，

窓 のそ うじ道具を見な が ら，ベ ン トン 氏 は

「あなた達 がそ う じ班で しょう」
。

パ ター ソンさんが ２～ ３分前 に私 の ところ

に電 話をかけて来 ま してね」ベ ン トン氏は再

び， ホースを とり上 げて 「もしい る物があ っ

た ら， 言 って下 さい」 とつけ加 え ま し た。

「水以外な ら全部必要 な物 を持 ってい ますの

か ？」 「鍵 はい らないよ」 とい う答えが返 っ・ で…」 とパ ムが言 いま した。 「あそ こでは，

て きま した。 「ベ ン トン氏 が隣 りに住んで い ・全部 が止め られて いるんです。 暖房 も，電気

て・火事や他 の非常 時のために鍵 を も って 水道 ，全部 なんです。 ですか ら水は うちの方

い るか らね。彼 がき っと君達を家の中 に入れ か らさし上 げま しょう」 とベ ン トン氏 は家の

て くれ るだ ろ うよ。君達 が行 く間 に・彼 に電 所 で うなづ きま した。子供 たちは時間を ムダ

話を して お くか らね」 「ベ ン トン氏… あの自 に しないで，バ ケツに水 を一杯 入れ ると，窓

動車商 のです か ？」 とダ ニーが深 く考 えこみ の高い部分 をふ くため に，き．やた つ を か り

ま した。パ ター ソン氏は うなついて 「そ うだ τ，仕 事に とりかか りま した。 「まず，外か

よ・：ダ「・一君・ いい人だよ。非常 に協力 的で ら始あま し ょう」 とパ ムが決 めま した。 １時

㌍・ 隣人 のよ しうで・私 の代 りにあそ こを管 間以上 も少 々きつ い仕事 をや りとげ ると，窓

理す る事 を申 し出て くれてね」 ダニー はべ ン の外の仕事は終 わま した。 しか し，彼 らの努

トと環 を知 っていま した。 ほとん どの子供達 力 に もかかわ らず， あま りきれいにな った と

は彼 を知 っていま した。 ハー ヴィー ・ベ ン ト は思 えませんで した。窓 ガ ラスはまだ きたな

ンは自動車販 売栄をや って いる人で した。 し く見 えま した。パ ムはが っか りして，まゆを

か し新品や 中古 のオー トバ イや 自転車 も売 ㍗ レかめま した 「きたな いのは，ほ とん どが中

てい ま した。大 ていの子 供達が彼か ら自転車 の方 なのね」 「よ し，・中へ入 ろ う，そ してモ

（ ３０ ）

．ころ．でした。づ ヅドに入 ６てか ら， ２．人 はカ ’し，そ うすれば道 をお しえてあげ られるわ」．

ト．リーナのお母 さんのいっ．た事 につ いて話 し と ヒルダがいい ました。 「だけ どき ょうはと

あいま した。サ ンタ ・クロー スが や っ て 来 て も，さむ いわ。 それに私，かぶるぼ うしが

る．，ク あすのばんお母．さんは，夕食の後で， ないの。 きっと， サンタ ・クロースが こん ば

床 にきれ いな白い シー ツを ひろげてお くこと ん，ぽ うしをおいてい っ．て くれ ると思 うの」

で しょう。ぼ う しをかぶ り， 白いふ ちどりを とその小 さな女の子は言いま した。．２．人 の女

した赤 いようふ くをきて， 白いあごひげの背 ．の子たち．は，か おを見あわせてか ら， うれ し

の高 い男 の人 と言われて いるサ ンタ ・クロー ．そ うにわ らい， うなづ きあいま した。 ２人 は

スが，どの子が その年 の間 よ い 子 だ ったか 、こわれた もん をあけて， にわに入 って行 きま

をきめる と， その白い シー ツの上 に，おか し した。 「あなたはもうぽ うしを持 っているわ

や木 の実 ，おい しいケーキの雨 を ふ ら せ ま よ，だ ゲヒ，私 たちが あたらしいのを もって

す 。そ うして サ ンタ・クロ」 スは帰 ってい くの 来てあげたんです もの， それ に，そのぼ うし

です。子供た ちはね る前 に， じぶんた ちの く によ くにあ うか わいい手ぶ くろももって来 た

つ をきれいにみが いて だん ろの前 において お の よ。 きょうはサ．ンタ ・クロー スの 日だか ら

きます。 そ うす ると，子供 たちがねてい るう よ」 とカ トリーナはいいま した。小 さな女 の

ちに，サ ンタ ・クロースが も う一 ど来て， く 子は，手にお くり物 をもって， うれ しそ うに

つ にお もちゃや ，お くりものを一ぱ い入れて わ ら．うと，青 いめがき らき らと光 り，ほほに

お くのです。 なんてす ば らしい夜なんで しょ え くぼができま した。 「これ ほん とうに私 の

う／ つ ぎの朝 ， ヒルダとカ トリー ナは，学 なの ？……ほん とうにどうもあり力杷 う，あ

校 に行 くとち ゅうで ，も う一 どあの小 さな家 りがとう。女の子 は さけびま した。 カ トリー

の前 を とおりま した。 同 じ，色のあせた青い ナはなんてかわいい子 だろ うと思いま した。

うわぎをきた小 さな女 の子が ，また にわ に出 その子がかな しそ ラなか おを して い な い 時

て いま した。 その子 はとて もかな しそうで し は， ジュ リア ンナとおな じぐらいかわいい女

た。 じぶ んを見て いる ２人 の少女をみ ると， の子なのです。 「みん な，あなたにあげるの

女 の子 は走 り出 して ，家の 中へ，はいろ うと よ」 とカ トリーナは女 の子 にい い ま し た。

しました。 「手ぶ．くろをはめて，ぽ うしをかぶ って，お

「こん にちわ ／ 今 日は学校へ行 くの ？」 と 母 さんに，き ょうは私 たちと一 しょに学校 に

カ トリーナは女 の子 に話 しか けました。いい 行 って もいいか ど うか きいて ごらんな さい。

え，弟が生 まれ たばか りなの，だか らお母 さ おべん とうをた くさん もって きたので，あな

ん は， き ょう， い っしょにつ いて来て，学校 たのぶん もあるわ」 「あたらしいお友 だちが

に行 く道 をお しえ られ ないの。」と女の子は こ で きたわね。 この女の子 をよろ こばせ る こと

た えま した。 ヒルダとカ トリーナは，小 さな をた くさんかんが えま しょうよ 。」 力 トリー

ドァの取 っ手 を見 ま したが， ほん とうに， そ ナは ヒルダにいいま した。 「あの子 を ｒク リ

こには赤 いまりがかか って いました。オ ラン スマスのお友だ ち」 とよびましょうよ， この

ダで は，家 に男 の赤 ち ゃんが生 まれ る・と， ド よ うなお友 だちが見つか ってよか ったわね ，

アのと っ手 に赤 いま りをか けるのです。 もし 今までで一ばん たのしい ク リスマスになるわ

それが ピンクの まりだ った ら，生まれた赤 ち よ／」

やんは女の子なのです。 「もしお母 さんがい

い とい った ら，私た ちとい っしょな ら行け る

（２７ ）
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ミ ュ ー レ イ ・Ｔ ・プ リ ン グ ル 作

チ ャ ー ル ズ ・キ ル タ ー 絵

これ までのあらす じ

ダニー ・コ リンズは，夏の間 ブ リクス トシ

博物館で のアルバイ トをみつ けま した一 それ

は， ち ょうち ょの採集 品の荷を解 いた り，は

く製 の準備 を した りす る仕事で した。木曜 日

に仕事を始 める前 に，彼 は，パ ム ・パ タ」 ソ

ンか らブ リノ ス ト ン 博物館が盗難 にあった

ことを聞 きま した。パ ムと彼女の弟 のパ ッ ト

をつれて， ダニーは，警 官がた くさん いて，

大 さわぎにな っている博物館べ急 ぎま した。

ち ょうち ょだ けが盗 まれていま し た。 そ れ

は， アル ブ ライ トの収集 品でした。い った い

どんな どろぼ うなので しょうか ？ ダ ニー と

彼 の友達 は， この謎 を解 く手伝 いをす ること

に決 めま した。新聞社で ，彼 らは， マ ックス

ウェル ・アル ブライ．トが脱税 （だつぜ い）で有

罪 とな り， ５年の きん こに処せ られ た事を知

う悪 い事 を しま した６ これが，彼 ら に と っ

て ，最初 の手 がか りで した。

第三章
｝

一つ一つ の言葉 をて斡ねいに読 みなが ら
，

若 い三人 のそ うさはん縁，死んだ マ ックス ウ

ェル ・アルブ ライ トについての ６つ の新 聞の

切 りぬ きを調べ ていま した。記事 によると，

彼はた くさん あ不法行 為を していた けれ ど，

とて も立 ちまわ りが うまいために，所得税 を

ごまかそ うと して失敗 す るまでは，法律 も彼

を取 りしま る事がで きませんで した♂彼は そ

の犯罪のため に有罪 と決 ま り， ５年間 ろうや

に入れ られま した。警 察は彼 の犯 したた くさ

んの犯 罪のか げには， ひみつの共犯 者がいた

に ちがいない と確信 していま した。 しか し，

マ ックス ウェル ・アルブ ライ トは，共 犯者 がい

た事 を認 めるのを， いつ も拒 み続 けていま し

た。 アルブ ライ トは， うま く，不正 にば く大

な金 をも うけま した。政府 は， まだは らって

いない税金 の代 りに， その ば く大 な財産 の大

部分を要求 しま した。 しか し，不正 な財産 を

みつ ける事 はできませんで した し， ひこ くは

それにつ いて話すの もこばみ ました。子供達

は， ５番 目の最後 の記事の切 りぬ きのところ

（２８ ）

へ来 ま した。 それ は，約 １年 も前の もので、

日付は ７月 ８日とな っていま した。 そ して見

出 しには 「ぜんか者っい ら くして死 ぬ」と出 ．

てい ま した。その記事 には， アルブ ライ トの

家か ら助 けを求あ るかぼ そい叫び 声 が 聞 え

て， その声を きいて近所の人 々が彼の家へ来

た時 には，彼が急 な階段の下で，ひん死の重

傷 を負 ってた おれてい るのが発見 さ れ ま し

た。彼 は急 いで病院 に運 ばれ ましたが，次の

朝，病 院で死に ま した。死ぬ前 に，アルブ ラ

イ トは， 警察 に何かを云 おうとし ま し た。

「事故 じゃないんだ」彼は苦 しそ うにつぶや

きま した。 「あいつがや ったんだ……金だ…

３０万 ドルだ」彼の声は， しだい に弱ま り， さ

さや きにな ってい きま した 「モル フォが もっ

てい る一 しか し彼は言い始めた ことを言い

終え ない うちに死 にま した。新聞．の 記 事 は

「調査は続行中であ る」 とい う文章で結 んで

あ りました。ダニー と，パ ッ ト・パムは互 い

に顔を見つめあいま した。． 「モル フォ」彼 ら

． は声をそろえて言いま した。

「彼がひみつの き ょうはん しゃに ち が い な

い」

モル フォとは誰か ？

「そ うだ」パ ッ トは息 をついて 「彼が お金

を持 っているんだ，３０万 ドルだ」と続 けまし

た。．「アルブ ライ ト氏 はモルフ ォが お金 を持

って いるとは言わ なかったわ」 とパ ムが反対

意見 を出 しました。 「彼 は言 いたい ことを言

わな い うちに死んだんです もの」「そ こだよ，

彼が言 おうとして いたのは」弟のパ ッ トが言 首を横 にふ りました。

い返 しました。 「ほか に何か ？彼が階段 か ら

落 ちたん じゃなか った とい う点についてはど

うだ ろうか，彼は 自分のあいぼ うがや った と

い っていたけ ど」声をひそめて， ドラマの時

のよ うな話 し方で，パ ッ トは続 けま した 「ア

ルブ ライ ト氏 は殺 されたんだ。僕 はモル フォ

をみつけたい とは思 わないよ。悪漢 と殺人者

達 だもの彼 らが何 んで ち ょうちょと関係 ある

ルだい ？」「僕が知 りたいのはそこなんだ よ」

とダニーが最後にはっき り言いま した。 ．「ち

ょうちょとこれ と何の関係がある ん だ ろ う

？」 「モル フォが知 ってい るのよ，そ して，

私達 が彼をみつけ出すのよ」とパ ムが言 いは

りま した。 しか し図書係 りにき くと，彼女は

ファ トルキャビネ ットを しらべてか ら，首を

ふ りながらもどって来て 「申 し訳 ないんです

が， うちの ファイルにはモル フォに関す る資

料 は全然ないんですよ」 と言 いました。 ３人

は考 えこみなが ら新聞社 の ビルか ら出て来ま

した。僕は， アル ブライ トの家 にはいれ たら

と思 うんだけ ど」 とダニーが言 い ま し た。

「手 がかりにな る事がき っとあの家にあ るに

違 いないよ」 「でき ると思 うよ」 とパ ットが

答 えました。 「うちのお父 さんは アル ブライ

ト氏 の家の鍵を持 っているか らね，彼の家 も

うちのお父 さんの会社 の名簿 に名前がの って

いるんだか ら」 「そ りゃあ，いい ／」 とダニ

ーが叫 びま した。．「君達 のお父 さんが不動産

業 をや っていたのを忘 れて いたよ，彼が許 し

て くれ るかなあ ？」 「彼が言 うことを私 がか

わ りに今言 えるわよ」とパ ムが さえ ぎ って，

「絶対 にダ メだ／ これが お父 さんの言 う事

よご私はお父 さんを責 められないわ」「ね え ？

どっちの味方 なのかい君 は ？」 とダニーが聞

きま した。 しか し，パ ムの言 う通 りで した。

パ ッ トはお父 さん にアル ブライ ト氏 の家 の鍵

をか して くれ るようにたのみま した。 そ し

て，その理 由を きいてか ら，パターソ ン氏 は

「絶対にダメだ ／」パ

ッ ト，お前は もっと良い事を知 りたが りな さ

い」 とお父 さんは言いま した。つ いに，パ ム

が言 いました 「お父 さん，私 気がついたんだ

けど，アル ブライ ト氏 の家の窓が おそろ しく

よごれてい るわ。 あんなに外 から見てきたな

い家 は， どのお客 さんも，買 った り，か りた

りしないわよ」 「きの う，私 もこのそばまで

（２９ ）
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そ の人 の顔 を見 あ げま した 。 そ れ は若 い男 の人 で した。

「で も
， で も… … ほ ら… … これ … …」 キ ムは あ えぎ あ え ぎ

ど も一りな が ら， 顔 を赤 らめて 言 い ま した。 「この羊 飼 い の子

… … ぼ くみ た い だ」 男 の人 は 絵 と キ ムを 見比 べ ま した。

「そ うだ ね
。 そ の絵 の人 た ちは 君 や 私 の よ うだ 」

「この男 の子 は イ エ ス さま に羊 を あ げた の か し ら ？ あ ん

な に し っか り羊 を抱 いて い る よ。 イ エ ス さま に あ げ た の か し

ら ？ ぼ く もそ こに い られ た ら良 か っ たの にな あ 。 き っ とイ

エ ス さま に 羊 を あ げ た の に … …」

「あ げ る こと は で きる よ」

「で もぼ く羊 を持 って い な い し， 目 を閉 じた り絵 を 見 た り

す る時 しか イ エ ス さま に会 え ない んだ よ 。」

「君 は ・イエ ス さま に誕 生 日 の贈 物 を す る こ とが で き るよ 。」

お母 さん が， 入 口 の と ころへ 来 て キ ムを 呼 び ま した。 キ ム

は， 男 の人 と絵 とお母 さん を見 て ， ど う しよ うか と迷 い ま し

た。 お 母 さん は 急 い で い らっ しゃ い と い って い ま す。

家 へ 帰 る途 中 ず っ と， 特 に羊 を抱 い た羊 飼 い の 子 の絵 と， 、

男 の人 の声 と言 葉 が， キ ムの頭 か ら去 りま せ ん で した 。 そ れ．

か らの毎 日 もい つ もそ の こと を考 えて いま した 。 ク リス マ ス

ツ リー を飾 って い る時 も， お菓 子 を作 って い る時 もお 使 い に

行 った り贈 物 を 包 ん だ り して い る 時 も， そ の こ とを 忘 れ よ う

と しま したが ， ど う して もだ め で した。 キ ム はだ ん だ ん 気 持

が へ ん に な って きま した 。

最 後 の贈 物 を包 ん で ツ リーの下 に お い た時 ， キ ム の心 は も

う爆 発 しそ うに な って 叫 び ま した。 「で も， ぼ く， イエ ス さ

ま に あ げ る プ レゼ ン トは もって い な い ん だ よ ！」

お母 さん が驚 いて 聞 きま した。 「な ん です か ？」

「あ の ね
，イ エ ス さま の お誕 生 日 の こ と，ぼ くた ち はみ ん な

に プ レゼ ン トが あ る けれ ど， … … い っぱ い の プ レぜ ン トをす

る し， い っぱ い の プ レゼ ン トを も ら うけ れ ど… … で も… … ク

リス マ ス は ぼ くた ち の誕 生 日 じゃな い で し ょ う。 イ エ ス さ ま

の お誕 生 日な の に， ぼ くイ エ ス さま に あ げ る プ レゼ ン トを持

って な い よ。 持 って い た ら， ど うや って あ げ た らい い の ？

ク リス マス ル ー ムに い た男 の人 は あ げ られ る って 言 っ た け

ど， ぼ くあ げ られ な い よ。 ど う して い い か わ か らな い 。」

キ ムは泣 きだ しそ うで した 。 お 母 さん は， 床 に落 ち た ツ リ

ーの飾 り物 を ひ ろ って ， キ ム の肩 に手 を か け， も う片 方 の手

で キ ムの顔 を あ げ な が ら， 涙 のあ ふ れ た キ ムの 目を みつ め ま

した６ い つ もの キ ムの よ うで は あ りま せ ん で した。

キ ムは お母 さん に， 自分 に とて もよ く似 て い る羊 飼 い の少

年 と， 羊 と， 美 術 館 で話 を した男 の人 につ い て話 しま した。

「キ ム
， イ エ ス さま に何 が 欲 しい で す か って たず ね る と し

た ら， キ ムは何 をす るこ とが で き， イ エス さま が ど うお答 え

に な るか， わ か ります か 。」 「うう ん， わ か らな い よ 。」

「こ うお っ し ゃ るわ よ
。 ｒあ な たが たに よ く言 って お く。

わ た しの 兄 弟 で あ る これ らの最 も小 さ い者 の ひ と りに した の

は， す なわ ち， わ た しに した ので あ る』。 キ ムは， イ エ ス さ

ま の と こ ろへ来 て， ど う した ら しあわ せ に なれ ま す か とた ず

ね たお 金持 の人 の話 を お ぼ え て い るか し ら ？イ ェ ス さま は，

しあわ せ に な る ため に は， 持 ち物 を全 部 売 って 貧 しい人 た ち

や それ が 必 要 な人 た ちに 施 こ しな さい って答 え られ た の よ。

そ の お金 持 の若 者 は で き なか った の。 あ な た に はで き る ？」

「か わ い そ う な人 た ちを 助 けて あ げ られ る位 に い っ ぱ いの

持 ち物 は持 って い な い もの。 そ れ に， 困 ま って い る人 を， ぼ

くは知 らな い よ 。』

「人 々 は い ろ ん な こ とで 貧 し くな るの よ
。 あ る人 た ち は心

が満 た され な い の」 しば ら く間 を お い て こ う続 け ま し た。

「あ ま り元 気 で な い人 を
， キ ムは 知 って い る ？」

「グ ル ー チ ・ジ
ェ イ クさん 。 ジ ェイ ク さん は ぼ くが あ の人

の古 い花 を見 て るだ けで ぶ つ ぶ つ 文 句 を言 うの 。」

「ジ ェ イ クさ ん
， ， 自分 で お作 りに な った花 を と て も注 意

して よ く育 てて い ら した のね 。 ジ ェイ ク さん は花 がす べ て な

の よ。 ご家 族 もよ い お友 だ ち もい ら っ し ゃ らな い の だ か ら…

…」 お母 さん は しば ら く黙
って か ら， や や た め らい が ち に言

い ま した。』「キ ム， あ な た は ク リス マ ス プ レゼ ン トに何 が欲

しい ？」 「ラジ オだ よ」 「ラジオ は ク リス マス ツ リー の か げ

に， 青 い紙 に赤 い リボ ン で包 んで あ りま す よ」 「わ あ， お母

さん， ほ ん と ／」 「グル ー チ ・ジ ェイ ク さん は ラジ オ を持 っ

て い ら っ しゃ らな い わね 」 「で も， ぼ く… …」

「あ な た は羊 飼 い の少 年 が 羊 を とて も大 切 に して た こ とを

知 って い るで し ょ う。 そ の男 の子 は羊 を イ エ ス さま に あ げ た

と思 う ？ そ れ につ い て考 え て ご らん な さい」 お母 さん は キ

ムの 目を じっ とみ つ め て抱 き しめて か ら， 立 ち去 りま した。

キ ムは 目を つ む って， 羊 に顔 を うず めて いた 羊 飼 い の顔 を

思 い ま した。 とて も しっ か りと羊 を抱 いて いた こ とや， ク リ

ス マ スル ー ムで 会 った男 の人 に言 っ た 自分 の言 葉 を 考 え ま し

た。 「ぼ く もそ こに い られ た ら良 か っ た の に な あ。ヒき っ とイ

エ ス さま に羊 を あ げ た の に」。 そ して ， グル ー チ ・ジ ェイ ク

さん の こ と と， ジ ェ イ クさ ん が いつ も子 供 た ちが 庭 の近 くへ

来 るだ けで も文 句 を言 う こ とを考 え ま した。 それ か ら部 屋 へ

か けて 行 って ベ ッ トの わ き に 膝 ま ず き， そ れ まで した こ との

ない お 祈 りを しま した。 天 の お 父様 に， 御 子 の ため に どん な

プ レぜ ン トを した ら良 い で す か と たず ね た ので す 。

そ の後 ， 一 日中 キ ムの心 は穏 や か で した。 次 の 日 の ク リス

マ ス イ ヴ もそ うで した。 夕 食後 の キ ムは黙 って テ ー ブル か ら

は なれ ， そ っ と タ ンス の所 へ行 って上 着 を と りだ しま した。
サ としド

そ して 静 か に 歩 い て ク リス マ ス ツ リー の後 へ 行 き．， 赤 い リボ

ン の青 い 包 み を 持 って ， そ っ と家 を脱 け 出 しま した 。

キ ム は長 い 間 帰 って こな か った の で， お母 さ ん は少 し心 配

に な りま した 。 しか しや が て楽 しそ うに ス キ ップ して 帰 って

くる キ ム の声 が しま した 。石 段 を で とび して ドア．を あ け た キ

ムは タ ン ス に上 着 を か けな が ら， 「お母 さ ん， ジ ェ イ クさ ん

って ， と って もい い 人 だ よ 」 と言 い ま した。 そ して お母 さ ん

の座 って い る椅 子 のひ じに腰 か け 目を輝 か せ て言 い ま した。

「お母 さん
， 最 初 の ク リス マス の 時 に， ぼ くが い た ら， イ

エ ス さ ま に羊 を あ げて い た よ／」
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ル シ ル ・不 ル ソ ン ・ジ ェ ン セ ン

日曜学校で子供達に楽 しい時間を過させるには，どうし．た

らよいであろうか。子供達を楽 しく過させるのは，先生の責

任であり，小さな子供達に 「教会はなんで も一番すてきなと

ころ」 と感 じさせるのは，先生の指導態度と方法にかかって

いる。先生がどのように考え，何をするかということは，な

んでも吸収 しやすい年頃の子供にとって，非常に大切な問題

なのである。

先生が子供達について知るべきこと

子供達 も人間であり，大人と同 じように， 自尊心，親切心

礼儀あるいは親 しみなどが必要なのである。また子供はたい

へん勘がいいので，先生が黙って，おだやかに していれば，

全て巧 くいっているんだなと感 じるが，先生がなんとなく気

ののが しない風でいたりすると，子供達もそれを敏感に見て

とって，先生の真似をして しまうものである。先生が自分の

クラスを楽 しく興味あるものにすれば，子供達は，なぜ教会

の勉強がそんなに大事なのだろうかと思って，先生の話を一

生懸命に聴 くであろう。

先生は，子供達が楽 しい時間を持てるようにおぜん立てを

する。先生は子供と一緒にいるのが楽 しく，子供が大好きで

あり，子供を恐れたりす るようなことは全 くない。また子供

を暖かくっつんであげる必要を感 じ，そうしてあげる。先生

は子供が何かよくないことを言ったりしたりしても，決 して

ろうばいしてはならない。 もし子供が先生に対 して，不親切

なことを言 ったとしたら，それはたいていの場合，先生のた

よりなさ，不愉快さ，・心配性とか無関心などを指摘している

ことが多いのである。その時，先生がおだやかに，熱意をも

って，偽・りのない卒直な態度を示 し薯暖かい理解をもって，

子供に話 してやるとクラスの雰囲気を和 らげるこ とが で き

る。

１００

学 校
亀３

どのように子供をクラスに歓迎するか

先生が戸 口で新 しく入る子供に会うとする。その時先生は

その小さな子供の背たけまで，自分の身体を低くしなければ

ならない。ひざをついたり，腰をまげたりすることができな

ければ，椅子に座るとよい。子供とじかに目と目をあわ甘る

といつた格好で接触することが必要である。先生は母親にで

はなく子供の方に注意を向けるべきである。子供 を 自分 の

「一番よい友達
」だと思い，そのように子供達をあつかってあ

げると，子供はクラスを非常に楽 しみにすることであろう。

ではどのように したらよいのか。それは……まず親 しみを卒

直に表わす ことである。いつ も必ず微笑を忘れずに前向きの

姿勢で， 「こんにちは，私，山本姉妹です。あなたのお名前

は」と呼びかけるならば，子供はきまってそれに答えるであ

ろう。それか ら先生はこう言 う。 「マリちゃん，私，あなた

の先生よ。今クラスでやってることをあなたにも聞いて もら

いたいの。一度 クラスに来てごらんなさい。」（もしこの先生

がこれだけで終って しまったら，せっかく得た子供との交わ

りをす ぐにも失なって しまうにちがいない。） 先生は子供の

手を引いて クラスの部屋まで一緒に連れていってあげる。 も

し子供がそこでため らって，母親の手を引いたら， こう言っ

てあげるとよい。 「お母 さんは一緒に子供のクラスへ入 りた

いと言っているの？」 （この時いつも親に話 しかけるより，

自主的であるべき子供に言った方がよい）。

子供の名札がおいてある机に連れていってどこに名札をつ

けて欲 しいか尋ねなさい。 （これで子供の気持をまぎらし，

同時に先生はその子の名前を覚える）。

最初か・ら先生は子供の名前を呼ぶことが大切である。それ

は子供に 「先生はすばらしい人だ」と感 じさせる もの で あ．

る。 （子供は大人よりも早く人々の態度を判断す るものであ

る。 もし先生が奇妙な変った子供だと考えているとしたら，

子供 も同様の反応を示す ものである）。

子供に座 りたい所をきき， じゅうたんか椅子の輪の中に座

らせなさい。また名札をつけることは他の子供 と話 し合 うよ

いきつかけとなるＱ

子供の学び方

子供 も大人と同 じように感覚を通して知識を得る。ヘ レン

・ケラーが水を知った時の話は，だれに．も新 しい知識を学ん

だ時の喜びを思い出させてくれる。ヘレンの教師サ リバンは

手のひらに何度 も字を書いて，水 というものを覚えこませよ

うとしていた。 しかしヘ レンはどうしても理 解 で きなかっ

た。ヘレンは自分の経験をこう話 している。

濁

欄



「私たちはすいかづらの香 りの漂う道を，家に向っていま

した………だれかが水を飲んでいました。すると先生は私の

手を蛇口のところへ持ってゆきました。冷たい流れが手の中

にほとばしり出た時，先生はもう一方の手に， 『水」 という

言葉を書きました。………突然，私は何か忘れていたような

ぼんやりした意識を感 じました……そしてどういうわけか，

言葉の秘密が私に伝わって来ました。私はその時に水とは，

手に流れて来たすばらしく冷たい何かだとわかりました。」

ヘ レン ・ケラーは，五感のうち二つが使えなかったけれど

も，学ぶことの喜びを経験できた。

日曜学校での最初の体験により，未知の経験には報いがあ

ることを子供に教えるべきである。先生はよく準備 していな

ければならない。また レッス≧の目的をどのように認めさ

せるつ もりかをわきまえていなければならない。ヘ レン ・ケ

ラー女史が最初に 「水」の意味を理解できなかったとちょう

ど同じように，間違 って教えるかも知れない。教師は子供た

ちに最初の形どうりの知識を与えているのだということを忘

れてはならない。また教えようとすることの基本的な知識を

よくわきまえていて，子供は新 しい知識を発見 して喜びを感

ずるであろうということを悟 らなければならない。
「私たちは牛に感謝 しています」について今年の夏 ３才の

子供にレッスンをした著者は牛が人間のためになっているこ

とを子供たちに話した。熱心に聞いていた子供はす ぐに夢中

になって，正 しい知識を身につけた。その勉強により新 しい

知識を得た喜びに勇んでいる子供たちに次は馬について尋ね

た。子供たちはす ぐに答えたが，不正確なものであった。子

供達は馬についてなにも知 らなかったが，多 くの答えを出し

た。なぜだろうか。子供達はあくまで も一瞬の刺激を求めて

いるのだ。新しい知識は子供達の周囲に何かよい雰囲気をも

たらし，それでその気分にひたっていたかったのである。

どのように先生はお話の効果をあげるか

先生が話をす る時には，よい視覚教材を使うべ きで あ る

（子供たちがよくわかるような写実的な，色彩豊かな， きれ

ＡＤＡＧＩＯ

いなまた十分な大きさのもの）。先生は子供達に ゆっくりと

話す。先生は子供の注意がそれていると思 う時には，さらに

ゆっくりと話 し，意味深げに子供達を眺める。そして注意を

ひくために何か驚 くようなものを用いる。 た とえ ば，指人

形，身ぶ りを入れた歌，かくしていて急にあらわれる物とか

あやつ り人形など動作を用いることによって，』子供達を参加

させる。先生はアイデ ィアを出す前に子供達に笑いかけて，

間をとるのである。

子供達は想像力を働かせる提案には応 じるものである。あ

る子供は理解できないために話の問，他のことを考えている

か も知れない。そのような時に，先生は次のように言えるで

あろう。 「健 ちゃん，あなたの椅子の下に魔法使いがいると

思ってごらん。 もしあなたが動 くと，みよちゃんの椅子にい

る魔法使いがあなたの場所を横取 りして しまうわ。」 子 供達

は 「椅子にちゃんと座 っていなさい」などという普通の命令

，にはあまり従わない。はっきりした提案には応えるものであ

る。たとえば 「健ちゃんは腕を組んでいますよ。」「マリちゃ

んは足を静かにしていますね。」「カヨちゃんはニコニコして

います。」 「ひろし君は先生の方を真直 ぐに見ていますよ。」

など。す ると他の子供達はす ぐに模範に従い，話の間秩序が

保たれるのである。

話の後に来るもの

話の後で，その日の内容に関係のある活動をすることが，

子供達一人一人に有意義な経験となる。子供達は参加するこ

とができれば学ぶのである。

粘土，指で描 く絵，粘土をこねる盆， レコー ドなどといっ

た，子供に話の内容を思い出させるものが役に立つ。

子供達はとても暗示にかか りやすいということを心に留め

なさい。子供達は周囲の人々にあらわれるいろいろの特徴を

まねるものである。 もし先生が しっかりと考え，行動し，良

い行ないをほあるならば，その子の日曜学校の最初の経験は ．

楽 しいものとなり，さらに同じようなことを期待 して，また

来たいと思うのである。

ＧＥＯＲＧＥ Ｈ ． Ｄ ＵＲＨＡＭ

今 月 の
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象

１９６８ ６９年 の 聖 旬

大人 日曜学校

９月 の聖句

イエスは言 われた 「心をつ くし，精神 をつ くし，思 い を つ く し

て，主 なるあなたの神を愛せよ （マ タイ ２２：３７）

烈１
、 。

１０月 の聖句

そ こで私 ニーフ ァイは，私の父 に 「私は主が命 じた もうた ことを

行 って行 う。私 は，主が命 じた もうことには，．人がそれを為 しとげ

るために前 以てある方法が備 えて あり， それで な くては，主は何の

命令 も人に下 したまわないことを承知 してい るか らであ る」 と言 っ

た （１ニー ファイ ３ ：７）

１１月の聖句

わた しのいま しめは， これである。 わた しが あなたがたを愛 した

よ うに，あなたがたも互 に愛 し合いなさい。 （ヨハ ネ １５：１２）

１２月の聖句

神はそのひ とり子を賜わ ったほどに，この世 を愛 して下 さった。

それは御子を信 じる者がひ とりも滅 びないで ，永遠 の命を得 るため

であ る。 （ヨハ ネ ３ ：１６）

１月の聖句

見 よ， これわが業に してわが栄光，すなわち人 に不死不滅 と永遠

の生命 とを もた らすな り。 ．（モーセ １ ：３９）

２月の聖句

まず神の 国と神の義 とを求めな さい。 そ うすれば，ζれ らのもの

は，すべて添えて与え られ るであろ う。 （マ タイ ６ ：３３）

３月 の聖 句

永 遠 の 命 と は， 唯 一 の ， ま こ との 神 で い ま す あ な た と， ま た ， あ

な た がつ か わ され た イ エ ス ・キ リス トとを知 る こ とで あ りま す。

（ヨハ ネ １７：３）

５月の聖句

イエスは彼に言われた， 「わた しは道で あ り，真理であ り，命で

毒る。だれで もわた しによ らないでは，父 のみ もとに行 くことはで

きない。 （ヨハ ネ１４：６）

６月 の聖句

また真理を知 るで あろ う。そ して真理 は，あなたが たに自由を得

させ るであ ろ う。 （ヨハ ネ ８ ：３２）

７月 の聖句

心 の清い人 たちは，さいわいであ る，彼 らは神 を見 るであろ う。

（マ タイ ５ ：８）

８月の聖 句

イエスは答 え られた， 「よ くよ くあなたに言 ってお く。だれで も

水 と霊 とか ら生 れなけれ ば，神 の国にはいることはで きない 。」

（ヨハ ネ ３ ：５）

子供日曜学校

９～ １０月 の聖 句

な ぜ な らば ， よ い もの は み な神 か ら出 るか らで あ る。

（アル マ ５ ：４０）

１１－１２月の聖句

わた した ちは互 に愛 し合お うではないか。愛 は神か ら出た ものな

のであ る。 （１ヨハ ネ ４ ：７）

１～ ２月 の 聖 句

自分 を 愛 す るよ う にあ な た の 隣 り人 を愛 せ よ 。

（マ タイー ２２：３９）

３～ ４月 の 聖 句

イ エ スは 言 わ れ た 「も しあ な た が 私 を 愛 す るな らば ， わ た しの い ‘

ま しめ を守 るべ きで あ る 。」 （ヨハ ネ １４ ：１５）

５～ ６月 の聖 句

神 は自分 のかた ちに人を創造 された。 （倉口世 言己 １ ：２７）

４月 の聖 句

しか し事 実 ， キ リス トは眼 って い る者 の 初 穂 と して ，死 人 の 中 か

らよ みが え った ので あ る。 （１コ リ ン ト１５：２０）

７～ ８月 の聖 句

わ た く しは主 が命 じた も うた こ とを 行 って 行 う。

（１ニー フ ァイ ３ ’７）

１２ 月 ．の 聖 句

大 人 日曜 学 校

神はそのひとり子を賜わったほどに， この世を愛 し

て下さった。．それは御子を信 じる者がひとりも滅びな

いで，永遠の命を得るためである。 （ヨハネ ３：ユ６）

子 供 日曜 学 校

わたしたちは互に愛 し合おうではないか。愛は神か

ら出たものなのである。

（１ヨハネ ４：７）
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灘

イエスの教えが今 日にもあてはまることを若い人

たちはどう説明で きるで し ょうか

若 い人た ちは次の二つを共に得 られるで し ょうか

福音の標準ε人望
七十人最高評議員 ポ ー ル Ｈ・ ダ ン 長 老

ある時のこと，娘が私のところへ対人関係についてのむず

かしい問題を相談 しにきました。娘はその時高校生で，七人

の少女で作 っているグループに入っていました。 （そのうち

の四人が教会員でした）その四人は暗黙のうちに他の三人を

改宗させるという協定を結んでいるかのようでした。ある日

いっしょに昼食をとっている臨 時々あることでしたが，末

日聖徒の少女がつまらない話を始めました。その話は実際に

くだらないものでした。

好かれる人に

娘は家へ帰ってからその時のことを話 してくれま した。実

際がまんできなかったのです。 「お父さん，何が良くて何が

悪いかなどと言わないで。福音がそのことを してはいけない

と教えていることはよくわかっています。でも，お父さんだ

ったらこんな時にどうしますか？ どうしたらいいの ？」

娘はこれ以上言いませんでしたが，その目にこの言葉を読

むことができま した。 「お父さん，私の年令では仲間に加わ

りたいのです。１５歳の子はみんな人気者になりたい と思 う’

わ。みんなに仲間はずれにされないでみんなからいらっしゃ

いって言われたいわ。みんなはあまり教会的なことはいやな

んです」。娘は，「答えを教えて下 さい。みんなに好かれる人

にもなれる答えを教えて……」と言いました。それは教師や

両親みんなの仕事です。

私たちはしばらく話 しあいました。私はよく娘たちに，自

分の生活に福音の原則をとり入れるようにと教えます。少 し
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「私た ちは友だちと仲よ くしなが ら教 会の標準 を守 ることがで

きるで し ょか。

話 しあ っ た後 で ， マ タイ， マ ル コ， ル カ伝 に記 され た宮 清 あ

の こ と に触 れ ま し た。 パ リサ イ人 とサ ドカイ人 ， 両 替 人 の行

な い が思 い出 され る こ とで し ょう。 そ れ を読 ん で娘 に， 「こ

の話 か ら何 が わか るだ ろ うか 」 と聞 きま した。 娘 は， 「救 い

主 は ふ つ う と違 って い ら したわ 」 と答 え たの で す 。

断 固 と して 立 ち な さ い

私 は こ う言 い ま した。 「一 つ ヒ ン トを話 して い いか な。 救 ’

い主 は， す べ て の人 に断 固 と して立 ちあ が らね ば な らな い時

の あ る こ とを言 わ れ た の だ。 そ の よ うな こ とは ご く少 な い か

も しれ な い が た とえ容 易 で な くと も正 しい こ とを 為 さな くて

はい け ない 時 が あ る。 時 に は た った一 人 で も断 固 と して 立 ち

あ が らね ば な らない こ とが あ るの だ よ。 この こと につ いて 考

え て ご らん。 そ の あ と で ま た話 そ う」

娘 は そ れ に つ い て考 え， 少 し レて か ら戻 って き ま し た。

「お父 さん
， そ の教 え を私 に ど うと り入 れ た ら良 い の か， ま

だ わか らな いわ 」 そ う言 って 少 し話 を しま した。

私 は言 い ま した。 「救 い 主 が 正 しい こと を さ れ た の な ら，

さ あ，ガ レー ジ に行 って ，ム チを 作 って あげ よ う。 お ま え は明

日学 校 へ行 って正 し くな い こ とを は らい 清 め た ら ど うか ね」

「お 父 さん
， 肝 心 な こ とを教 えて 下 さ ら ない わ， そ ん な こ

１０４

とで きな い し， み ん な に嫌 わ れ て しま うわ」

「そ うか い
。 で は これ は ど うだ ろ う。 今 度 ま た， あ ん な こ

とが あ って誰 れ か が くだ らな い話 を始 めた ら， 立 ち あ が って

言 う のだ よ。 こ とで 聞 い て い る み な さ ん， もう こん な話 は や

め ます って ね 」

「お父 さん
， わ か って い な い の ね， そ ん な こ とで きや しな

い わ」

私 は娘 が そ う考 え るだ ろ う と思 って い た の で， 「で は， ど

う して 自分 は こ う した い と言 わ ない の だ い 」 と聞 きま した。

娘 は， 「も っ と考 え ます 」 と答 え ま した。

役 に立 つ新 約 聖 書

私 が 仕 事 に行 き， 翌 々 日に家 へ 帰 った時 ， 妻 は台 所 で じゃ

が い もの皮 をむ き なが ら涙 を浮 か べ て い た の で す。 私 は ，、

「ど う した の か」 と聞 きま した
。

「娘 の こ とです
。 行 って み た方 が い い で す わ 。」

ま た別 の こ とが起 きた の だ と思 って ， そ っ と部 屋 へ行 って

み る と， 重 大 な問 題 で人 生 とと り くんで い る彼 女 は涙 を ふ い

て い ま した。

「ど う した の か話 して くれ な いか い
。」

「お 父 さん
， 大 事 な こと な の。 私 ， 今 日宮 清 め の話 を 実 行

した の よ 。」

「ええ
， 学 校 を ムチ で清 め た の か い 。」

す る と娘 は 答 え ま した。 私 ， Ｍ さん （良 くな い話 を した末

日聖 徒 の少 女 ） に， 私 の家 へ来 な い って言 った の。 Ｍ さ ん は

い い と言 って ， い っ し ょに 帰 って きま した。 部 屋 に入 って か

らＭ さん に言 っ た んで す 。 「私 に と って あな た と一の友 情 は本

当 １こ大切 な の。 きの うあ な た は み ん なの 気 持 を悪 く した わ。

私 はそ う感 じた し， きっ と あ な た もそ うだ と思 う の。 あな た

が そん なつ もりで な い こ とは よ く知 って る け れ ど， あ の話 を

した時 に， 教 会 員 で ない 人 た ち の 目に は私 た ちが 低 く写 っ た

で し ょ う。 あ な たが あの 話 を した訳 は ち ゃん と あ って ， 良 い

方 法 に思 え た か らそ う した とい う こ とは わ か るけ れ ど， 今 度

そ う した い と思 う時 に は， 私 が 弁 解 で き る よ うに前 も って教

えて ね 」 って。．

Ｍ さ んは 泣 き くず れ， 私 の手 を握 っ て， 「ご めん な さい 」

と言 った の。 そ して 私 た ち三 十 分 も泣 い て い た んで す 。

そ して娘 は こ う言 いま した 。

「お 父 さん， ど う して かわ か る ？」

「い い や
， わ か らな い」

「新 約 聖 書 って 本 当 に役 に立 つ の ね」
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私は大そう年をとっていました，私の壁板は薄 く，板のすき間から昼は陽の光がもれ，

夜は冷たい風がふき込みました。陽の光は，厚い皮ひもでおさえたがっちりしたドアから

も射 しました。

私は堂々とした宿屋の裏手に立っていました。でも私は楽 しいのでした。私には貫録が

ないのでいつ もまごついていました。 もっと小さな目的のために私は作 られたのです。な

ぜなら私は馬小屋で したから。

徴税の時期がやってきて立派な宿屋は人でいっぱいになりました。でも私は数頭の牛を

泊めるだけでした。

今朝早 く，主人がやってきて私の床を掃除してわらを変えてくれました。いつも家畜た

ちが私を手荒 く扱うのに慣れていたのに，驚いたことには，その日来た家畜はたいそうお

となしいので した。片すみに立って，みんないっしょに少 しのわらを食べていました．一

日の終る頃にも，馬小屋はまだきれいでした。私はきれいだったのです。

突然私の ドアがき一き一とあいて，私のきらいな夜の空気が入ってきました。そこには

主人と，背の高いやさしそうな男の人が立っていました。
「これはいいですね

。私は急いでいるのです」男の人がそう言い，主人はおやすみなさ

いと言って立ち去 りました。見知らぬ男の人は，女の人をのせだロバを連れていました。

男の人は女の人をやさしくおろして，わらをきれいに整えました。美 しい女の人でしたが

とても疲れているようで した。

その夜，女の人は赤 ちゃんを生みました。私の壁にかこまれて，その人は神さまの御子

を生んだのです。

他のよりず っと明るい星が私を照らし，私の壁にかこまれて，素晴らしい光景が

ありました。

私はちっぽけな馬小屋で も，作られた役 目をこの上なく立派に成 し遂 げ た の で

す。
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「い ら
っ しゃ る ぞ， おれ た ち の村 へ お い で だ ぞ」 人 々が 叫

び ま した。

「ど う して ？」 私 が 聞 い て も何 も返 事 が あ りませ ん。 で も

とに か くい らっ しゃ る と知 った私 は ，赤 ん坊 の泣 き声 のす る

と ころへ 行 っ て お母 さ ん に聞 きま した。 「い つ， い らっ しゃ

る の ？」 「さ あ， わ か らな い わ。 今 に で も… …」 こ う答 えて

そ の人 は そ そ く さ と立 ち去 りま した。 私 は匂 い に ひか れて 食

事 を用 意 して い る人 の と こ ろへ行 きま した。 「ど の道 か らい

らっ しゃ るの ？」 「町 か らだ。 お そ ら くは … …」 「そ うだ ，

き っ と町 か らだ 」

町 へ の道 を 行 けば ， 村人 の誰 れ よ り も先 に お会 い で き る。

村 人 た ち の こ った が え す 中 は き らい だ し， ま い子 に もな ら な

い。 お母 さん は 売 りに行 く水 差 しとつ ぼ を作 っ たか ら， そ れ

に飾 りをつ けて い るに違 い な い。 私 はつ ぼ に飾 りが つ け られ

な いか ら， 家 にい な くて も大 丈 夫 。 私 は一 度 で いい か ら， 兄

弟 た ちが した こ と のな い こ とを して み た い と思 い ま した。 そ

の道 を歩 いて 行 って ， 村 へ い ら っ し ゃる人 に あ って ， お話 を

し， い っ し ょに家 まで 帰 って こよ う。 私 は そ う思 って 出傘 け

ま した。

ま もな く友 だ ち の追 い か けて く る声 が 聞 こえ ま した。 私 を

さ が して 家 へ 連 れ 帰 ろ う と して い ま す。 私 が 出か け る時 は い

つ も誰 れか が つ い て くるの は ど う して ？ や がて そ の声 は 私

を追 いか けて い る ので なか った こ とが わ か りま した。 その 人

た ち は小 さ な道 の と こ ろで走 るの を や あ て大 声 で お しゃべ り

を して い ま した。 あの人 が い ら っ し ゃっ た の です 。 が や が や

と い う声 の中 に も，静 か で や さ しい そ の人 の声 は暑 い 夏 の 空

気 を通 して 私 に よ く聞 こえ ま した。 そ の声 のす る方 へ 耳 を 傾

けて 人 ごみ の方 へ 向 か い ま した。 そ の人 が 私 を見 て 下 さ った

らと思 い ま した。 で も私 に は そ の人 が近 くに お られ る こ とが

わか りま した 。 な ぜ な ら， 大 勢 の人 ご み の中 で もその 人 の ま

わ りに あ る と い う平 安 を感 じた か らです 。

ま っ た く突 然 に， 私 の肩 に 力 強 い手 が お か れ た の を感 じま

した。 そ して声 が しま した 。 「主 よ ， これ が私 の村 の盲 目 の

娘 で す」

他 の人 た ち は叫 ん だ り話 しあ った り して い ま した。 けれ ど

そ れ は私 の耳 に入 りませ んで した。太 陽 が花 に照 りつ け， 私

の 背 中 を焼 い て も， そ ん な こ と は気 に な りま せ ん で した。 さ

わ や か な手 が私 の 目 に置 か れ た ので す。 そ して， そ の時 ， 私

は生 涯 で初 め て光 と暗 さ と その 間 の か げ を知 りま した。 啓 示

の よ うに や っ て き た色 彩 は ， 数 え きれ な い形 や あ りさ ま を教

え て くれ ま した。 私 は，深 い 心 の こ も った ま な ざ しで ， ま っ

す ぐに見 つ あ られ ない ほ どに 愛 を た た え た お方 を見 る こ とが

で きた の です 。 私 は見 る こ とが で きた の です 。

１０６
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Ｍ ＩＡ に よる個 人 の進歩
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聖典を調べると，個人個人の人を強調 している箇所を多 く

見つけることができる。主は使徒を一人一人お選 び に な っ

た。群衆にお話になった一方で，ラザロを墓から起 こし，マ

リァやマルタと語 り，婦人を苦しみから解放 したもうた。主

は言われた。 「見よ，これわが業にしてわが栄光，すなわち

人に不死不滅と永遠の生命とを もたらすなり」・・…」 この御言

葉は，主が一人一人に不死不滅と永遠の生命を受けることを

望んでおられることを表わ している。

Ｍ ＩＡの役員は，若人の一人一人 と共に努め励む責任を与

えられている。各々は，みな主から見て大切な人であるのと

全く同様に，役員にとって も大切な人々である。

Ｍ ＩＡのヲロゲラムはグループを対象として計画 され，夫

勢の人々が参加して行なわれるが，実際には個人個人に関係

しているのである。教師は一人一人を導いてグループ活動に

活発に参加できるようにと教える。必要な時に暖かい友情の

手を感 じることは善を求めて生 きようという励ましになる。

クラスの人の名前を覚えることは，教師の第一の責任であ

る。 このことは，生徒が群衆の一人でなくなるための最初の

段階である。そこから始まって，各生徒の個性を見出 し，彼

らの前にひらけている将来の可能性を充分に達成できるよう

１０７



Ｍ ＩＡの役員たちは，青年男女の

一人一人と共に働 く責任を与えられ

ている。この一人一人が主の目から

見て大切であると同 じように役員た

ちにも大切な人なのである。

１０８

助 け る こ とが で き る。

卒 業式 や教 会 の 集 会 に集 うさ ま ざ ま の人 を見 る と， 顔 が 一

人 一 人違 うよ うに ，感 情 ， 才 能 ， 好 き嫌 い な どが 実 に さま ざ

ま で あ る こ とが わ か る。 毎 日の生 活 に お いて も困 難 に ぶ つ か

った 時 で も， 一人 一人 の心 に触 れ る と い うこ と， これ が Ｍ Ｉ

Ａ の 果 す べ き 目標 で あ る。

特別にめだたない少女の例がある。彼女は気転 もきかずど

もりであったが，Ｍ ＩＡ活動のある時はいつ も進んで参加し

ていた。 クラス教師や活動の教師は彼女の 「行なおう」 とい

う望みにうたれて，いつも彼女のために心 して機会を与えて

いた。 ロー ドショウに出演 し，四重唱を歌い，話をした彼女

は， ビーハイブ，マイアメイ ド，ローレル，グリーナーなど

のクラス賞を受けた。彼女は信頼される人となり，証詞は強

くなった。内面から輝き出す美 しさは，いわゆる美しくはな

い外面を越えて輝いた。人々はみな彼女を愛 した。しかし，

それは一夜に して起 こったことではない。Ｍ ＩＡの活動に何

年も参加して，常に少 しずつ進歩 してきた成果である。聖餐

会やＭ ＩＡや日曜学校に，たとえ旅行の最中でも出席 レよう

と努める娘を見たご両親は， このＭ ＩＡ活動を新 らためて認

識された。そして家族みんなでＭ ＩＡに集っておられる。家

族の人たちは，Ｍ ＩＡプログラムによって進歩することがど

ういうことなのかを，彼女を通 して知 った。

その少女は二十代になって間もなく帰還宣教師と結婚 して

町から移 って行った。それから七年経って，今か らほんの数

週間前， このご夫婦は子供を四人連れてこの町を訪れた。彼

女はやさしくしあわせそうできちんとしていた。多 くの人々

は成功をつかんだ彼女を半ばうらやみの心をもっ て み つ め

た。 この素晴 らしい家族が町をゆく時，人々の目は彼 らを追

い，福音とＭ ＩＡが彼 らに もたらした大 きな恵みについて語

りあった。

Ｍ ＩＡは，進歩 して成功するＭ ＩＡの少女たちを求め，見

い出し，彼女たちを誇 りとする。あらゆるところにいるさま

ざまな個性と能力を持 ったあらゆる少年少女を捜 して，愛と

機会を与えるというＭ ＩＡの責任は明らかであって，いつま

で も止むことなく続けられるのである。



伝 道 部 長 メッセー ジ

日本伝道部長 ウオ ル ター Ｒ． ビル ス

愛する兄弟姉妹の皆さん

再び，あなた方 と共に恵まれて， こめクリスマスをむかえ

る事は非常な喜びです。

一年の間でも，なんと豊かな充実 した時期で しょう。主のた

き６に，我々は何が出来 るか…私はこう尋ねたいと思います。

昔，あるにぎやかな夜に，やがて世界の運命を変えるべき

一人のみどり児が，粗末なかいば桶の中で生まれました。 こ

の幼児は，まわりにいる，あなたや私の幼ない息子達 と何の

変わりもない様で したが，世の罪をその身にうけるべき子供

でした。彼は，誰にで も与え られていた遂行すべき偉大な使

命をたずさえて来ました。このガリラヤの人は， どういう人

なのでしょうか ？この方は，ふつうの健康的で，幸福な若者

の様に成長 しました。ほんの短かい間でしたが， この世での

父母 と共に暮 らしました。お父さんの大工仕事を手伝いまし

た。力強 く，愛に満ち，彼の身近かにいた人々を愛 し，祝宴

や結婚式などにも出席 しま した。以上の様なこの世での特質

を考えに入れなくても，主は善悪をわきまえて，太初から世

界中の兄弟姉妹達に伝えるべき使命 と，天父が，何をし何を

述べ るために，この世につかわ したかを知ってお られ ま し

た。

イエスは言われた 「わた しは柔和で心のへ りくだった者で

あるから，わたしのくびきを負うて，わたしに学びなさい，

そうすれば，あなた方の魂に休みが与え られるであろう」

（マタ！ｆ １１：２９）

’イエスに従 う者にはどんなくびきがかけられたのでしょう

か。それは 「我が名と，我が権能をもって行け，そうすれば

我がみたまは汝ど共にあらん」 という事を意味していたので

す。 そ して そ の様 に な り， 人 々 は， 聖 典 に述 べ ら れ て い る

「わ た しの くび きを 負 えコ の 如 く
， 信 仰 ， 教 義 ， 及 び原 則 の

点 で 一体 とな った の で す。 特 に， この ク リス マ ス に， そ の教

え を 味 わ い ま し ょ う。 救 い主 が お与 え に な る以 上 に， す ば ら

しい恵 み が あ り得 るで し ょ うか ？

「こ こ ろの 貧 しい人 た ち は
， さい わ い で あ る。 天 国 は彼 らの

もの で あ る ‘：悲 しん で い る人 た ち は， さ い わ い で あ る。 彼 ら

は慰 め られ るで あ ろ う ：柔 和 な人 た ち は， さ いわ いで あ る。

彼 らは地 を受 け つ ぐで あ ろ う ：義 に飢 えか わ いて い る人 た ち

は さい わ い で あ る。 彼 らは飽 き足 りる よ う に な るで あ ろ う ＝

あ わ れ み深 い人 た ち は さ いわ いで あ る。 彼 らは あわ れ み を 受

け るで あ ろ う ：心 の清 い人 た ち は， さ いわ いで あ る。 彼 らは

神 を見 るで あ ろ う ：平 和 をつ く り出す 人 た ちは ， さい わ い で

あ る。 彼 らは神 の子 と呼 ばれ るで あ ろ う ：義 の ため に迫 害 さ

れ て きた人 た ち は， さ い わ い で あ る。 天 国 は彼 らの もの で あ

る。 わ た しの為 に， 人 々 が あ な たが だを の の し り， ま た 迫 害

し， あ な た が た に対 して偽 っ て様 々 の悪 口を 言 う時 に は， あ

な た が た は， さい わ い で あ る。 喜 び， よ ろ こべ ， 天 に お い て

あ なた が た の受 け る報 い は大 き い … … あ な たが たは ， 地 の塩

で あ る」
、 （マ タイ ５ ：３～ １３）

兄 弟 姉妹 の皆 さん， 正 に， ク リス チ ャ ン の世 界 に あ って は

人 に与 え た り， 人 か ら受 け た りす る季 節 で す 。 ク リス マ スに

興 味 を持 つ の は， 多 くは習 慣 か らです 。 私 達 の 同 胞 を 助 け ら

れ る多 くの事 が あ ります 。 与 え る側 の 人 と して，’物 の な い人

貧 しい人 を さが し出 して ， あ なた の持 って い る物 を， 分 け 与

え ま し ょ う。 独 りぼ っ ち の人 に， 訪 問 す るだ け で もよ い か ら

喜 び を与 え て下 さ い。 そ して ， よ ろ こび の 気 持 と， 彼 らへ の

感 謝 の気 持 ちを 分 け与 え ， 身 近 か で 不 幸 な 人 を さが し， そ の

人 々 の不 幸 を 軽 くして あ げて 下 さい。 そ うす れ ば， あ な た 方

に大 き な喜 びが ， 返 って くる事 で しょ う。

共 に分 か ちあ い ， 幸 福 に な り， 自分 自身及 び， そ の才 能 を

捧 げ る季 節 で す 。

まわ りの人 々を 思 い や り， 私 達 が理 解 して い る福 音 と， 人

生 の計 画 ， そ して ク リス マス を 祝 う意 義 を 分 か ち与 え る季 節

です 。 今 は， 主 の恵 み を 受 け る季 節 で す。 そ して あ な た方 も

… … あ なた の人 生 を ， 私 達 の あ が あ て い る主 に な ら って下 さ

い。 主 は そ の生 涯 に お い て ， 単 な る伝説 の 中 の人 物 や， 象 徴

で は なか っ た ので す 。 主 は私 達 が天 父 の も とに帰 って， そ こ

で 天 父 と， 一 緒 に住 む 事 が 出 来 る様 に， そ の生 涯 を送 られ た

の です 。 私 達 は主 が 生 き給 い 私 達 す べ て を 愛 して くだ さ る事

を 知 つて い ます 。 そ して 主 は， 天 父 の前 に 再 び帰 れ る様 に，

私 達 を 教 え に従 わ せ る ので す 。

ビル ス姉 妹 と私 の 家 族 よ り， ク リス マス に 際 して の， 心 か

らの ご あ い さつ を 申 しあ げ， 恵 ま れ て， あ な た 方 と共 に この

日本 に い ます こ とを天 の父 に感 謝 して いま す 。
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伝 道 部 長 メッセ ー ジ

日本沖縄伝道部長

エ ドワー ド ユ キ ヲ 岡 崎

全世界の クリスチャンにとって， クリスマスは，世につか

わされた偉大なおくりものを記念す る喜ばしい季節でありま

す。そのお ぐりものとは，みなさまも知 っておられ るように

・ｆエス ・キリス トの誕生 とその生涯であります。イエス ・キ

リス トの教えによって，私たちはより良 く，より幸福な生活

をすることができなす。私たちは，ならうべき模範 すなわ

ち愛と慈悲と奉仕の生活を示すキ リス トの教えをいただいて

いるか らであります。

クリスマスの季節 に，贈物を交換 して，感謝をあらわ し，

キリス トの模範 にもっと近づこうという心を新 らたにす るこ．

とは，世界中で広く行なわれていることであります。贈 る人

々はそれに心を託 し，受 ける人々は贈物に愛を感 じ と りま

す。受けることより与えることの方がより大きな祝福である

と言われたキリス トの教えは， クリスマスの季節に贈物をす

ることの中によくあらわれています。

さまざまな贈物が店で売られています。世界中の老若男女

が高価なものや安いものを店で買 っています。 しか し，全人

類にとって最大の贈物は，・ｆエス ・キリス トの福音 と，この最

後の神権時代に地上に回復された主の真の教会であるセ とを

みなさまに証詞いた します。 この日本沖縄伝道部には，毎日

何百という人々にこの最 も大いなる贈物を分かち与えよ’うと

証詞を述べる宣教師が， １２０名おります。彼 らはこの最 も貴

い贈物，人類の受ける最大の贈物を分かち与えようと働いて

１１０
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おりますが，それを受 け入れる人々はほんのわずかです。で

すから，福音を受 け入れてこの贈物をいただいた私たちは，

他の人々にま して豊かな祝福を恵まれているのです。私たち

は主の教えにあずかるという恵みと喜びを得てお ります。

このせわしくはあっても， しあわせなクリスマスの時に，

地上における主の真の教会の会員である私たち末日聖徒がこ

のように生きようとさらに決意できますように，心から祈 り

ます。

１ 愛 と慈悲と奉仕の御方であるキリス トの生涯にならって

生 きることができるように，日々この贈物を使って生活す

る。

２ この世の生活を終えた時に天父に再会できる者 となるよ

うに，日々福音にそって進歩する。

３ 両親，親族，友人，隣人を支部長に紹介することによっ

て，素晴 らしいこの贈物を無償で分け与えようと努める。

エマーソンは言っています。 「指輪や宝石は贈 物 で は な

い。贈物の申 しわけに過ぎぬ。真の贈物はただ，そこにそそ

がれるあなた自身である」これは真実ではありませんか。主

はイエス ・キ リス トを地上に送 られて，御 自身をそそぎたも

うたのです。地上で導 きと恵みを施 している間，救い主は神

の豊かな御力を，神のすべてを私たちにそそいで くださいま

した。ジ ョセブ ・ス ミスと，現在の予言者デビド ０．マッケ

イ大管長をも含むすべての予言者 も，そうであります。また

このことは，召しに応え，喜んで能力と心と力のすべてを尽

して主に仕える末 日聖徒にも言えることなのです。

妻と二人の息子と共に私達は，愛の心を寄せて下さる日本

の聖徒，宣教師，国民のみなさまに，真心からの感謝を申し

あげたいと思います。私たち一人一人を心か ら愛 して くださ．

る天父のま しますこと，イエス ・キリス トがまさしく私たち

一人一人のために地上につかわされた神の御子であられるこ

と，主が確かに末の世に予言者たちを送 りたもうていること，

私たちは，主の御手のうちにあって愛する日本の人々に最も

偉大なこの贈物を分かち与えるようにと用いられる主の道具

であること，固くゆるぎないこれらの証詞は， この贈物を受

けた故に与えられる証詞であります。この証詞こそ，クリス

マスの季節にあなた方一人一人に贈る私共のプレゼン トであ

ります。

この最もしあわせな季節に主があなたを祝福 したもうて，

キリス トの業に似た愛 と慈悲と奉仕の業に献身 しようとの決

意を新らたにできますように。感謝をこめて……。



ベ ン ソ ン 長 老 を 迎 え て レ セ プ シ ョン 開 く

１１月！２日夜，十二使徒ベンソン長老こ夫

妻が来日された。翌１３日は農務長官時代交

流のあった方々をはじめ政財界の著名人，

報道関係者を招待 し， 日本伝道本部でレセ

プションを開いた。席上ベンソン長老は教

会の紹介，万国博の展示計画などを説明 し，

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会への認識を

深めていただくようお話された。

羽 田 空 港

・懸 諺 鷲欝 欝 麟 蓑難 鶏

レ セ プ シ ョ ン で の 教 会 紹 介

説 明 を き く 出 席 者

瞬慈顧 滅 講

国 会 議 員 千 葉 三 郎 氏 宣 教 師 制 度 の 説 明

騒 ：
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マ ッコ ンキ ー長 老 ご夫 妻 来 日

ベンソン長老と共に新 しく極東地区担当教会幹部に任

命された，ブルース Ｒ． マノコンキー長老ご夫妻が，

１１月 ９日夕，羽田空港に到着された。は じめて日本を訪

問されたお二人は，ビルス伝道部長をは じめ，たくさん

の会員か ら暖かい歓迎を受けた。

翌１０日の安息日は，東京西支部で特別大会を開き，神

権指導者会，神権会，一般大会で数多くの話をされた。

モルモンの教義その他いくつかの著者として知 られるマ

ッコンキー長老は， とくに深い教義に基づくお話をされ

集つた兄弟姉妹に強い感銘を与えられた。

籏 掘

濤
羽 田 到 着 の ご 夫 妻

謬嚢

神権者に話され るマ ッコン車 一長老

一 般 大 会 に て

購難
大 会 で 聞 き 入 る 聖 徒 た ち

鐸馨
詳 出
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支 部 だ よ り

ご 結 婚 お め で と う ！

実 りの秋 を迎 えると各地 よ り支部だ より編集係へ，た くさんの結 婚写真が

とどきま した。今月 は特集 と してユ１月２０日まで にいただいたモルモ ン ・カ ノ

プルをご紹 介いた します。 この一年間，支部だよ りを投稿 して下 さった皆 さ

んに感謝いた します。

紙 面の都合て，一部掲載で きなか った ことをお詑び します。 ６９年度 も，楽 し

いページとな ります よう，支部だ よりを およせ下 さい。

（敬称略）
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ス ポ ー ク ン ワ ー ド

リチ ャ ー ド Ｌ ． エバ ン ズ

聖

徒

の

一 つ の 心
， 一 つ の 生 き方

「人 は何 者 な の で 、こ れ をみ心 に とめ られ るの です か」１詩 篇

に記 さ れ る こ の問 い は 、深 い探 究 の心 を映 し て い る。 美 術 、

音楽 、文 学 、科 学 、 人 の行 な っ て きた こ と、 造 り出 し て きた

こ とは語 り尽 くせ ぬ ほ ど に数 多 い。 そ れ ら を見 る時 に 、 人 の

心 と霊 と英 知 の 無 限 な こ とは明 らか で あ る。 成 長 す る力 、 考

え、 感 じ るカー 肉 体 や 精 神 の働 き と作 用 と組 成 。 肉体 と心 と

霊 を い た だ く人 間 は 、万 物 に ま さっ て実 に驚 くべ き機 構 を も

っ た被 造 物 で あ る。「うち に智 恵 を お い た の は だ れ か」２主 は ヨ

ブ に尋 ね た も う た。「心 に悟 りを与 え た の は だれ か」２。 身 体 に

癒 え る 力 を与 え たの は誰 れ か。 知 り、学 び 、 判 断 し、 決 定 し

て、 昔 を覚 え 、 将 来 を計 画 す る入 の 力 を思 う時 、畏 敬 の 念 が ．

胸 に満 ち る。 人 間 に 、 そ して さ らに造 り主 と、 そ の 与 え た も

うた すべ て の もの に… …。 我 々 は こ の事 実 に 目覚 め る。 こ の

身体 、 こ の心 は こ の世 の 生 涯 を保 つ もの で あ る。 分 別 の あ る

人 は 、高 価 な機 械 を故 意 に乱 用 は しな い。 しか し、 身 体 の 働

きを損 い 害 を与 え て そ れ を乱 用 す る こ と は、 は るか に無 分 別

な ご ．とで あ る。 身 体 を傷 つ け 、心 を痛 め て 暗 くし、 良 心 と心

の平 安 を乱 しな が ら、 自 ら と隣 人 を害 す る行 な い に も感 じな

くな る こ と は、何 と不 敬 な こ とで あ ろ うか 。 一 人 の 人 に一 つ

の心 ，一 つ の 生 き方 一 そ れ が人 の持 つ す べ て で あ る。 死 ぬ べ

き世 は す み や か に過 ぎゆ き、永 世 は 永 遠 に長 い。 生 命 、心 、

記 憶 、才 能 、 目 的 、 限 りな い可 能 性 、 驚 くべ き働 きを この 身

にい た だ く人間 の誰 れ が 、狭 い視 野 で ま っ た く感謝 を忘 れて

自 ち を破 壊 で き よ うか 。 神 の造 りた も うた 自然 の 法 則一 健

康 と幸福 の 法 則一 地 の法 則 、平 和 と善 を も た らす とい う そ

の法 則 の 目的 に か な っ た潔 さ と、 清 い思 い と、 明 ら か な良 心

と健 康 をふ み に じる行 な い は誰 れ に許 さ れ よ うか 。 法 則 な し

に生 命 は あ り得 ない。

注 １ 詩 ８ ：４

２ ヨブ ３８：３６
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ま で 、 ス ポ ー ク．ン ・ワ ー ドとタバ ナ クル

コ ー ラ ス が 放 送 され て い ます 。
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